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序章　主の困惑










（なんということなの……）

　彼女は呆ぼう然ぜんとなっていた。

　データは次々と新たな値あたいを記しるしていく。が、それはすべて彼女の考えとはほど遠いものだ。不安定すぎる。

（感情値の係数が高すぎる……このままでは……）

　彼女の表情が曇くもる。




　シュォォォン……




　装そう置ちの停止音が響ひびき、データ数値はそれ以上動かなくなった。

　思し考こう回かい路ろ停止──

（開発は成功したわ……。けれど、調ちよう整せいがこんなにもむずかしいなんて……）

　ハードウェア、ソフトウェアともにまさに奇き跡せきというべき段階にまで達たつしている。だが、実用化にはほど遠い。

　思考回路の確デ認バ作ツ業グが思った以上に進まないのだ。

（試作機プロトタイプがまだまだいる……）




　シュォォォォォォォ……




　ふたたび装置が動き出す。

　部へ屋やの中央にベッドがあり、その上にその機械はあった。

　剝むき出しの骨こつ格かつ、人工的な筋きん肉にく組そ織しき、そして左の胸きよう部ぶに治おさめられた回路──

（必ずや私はこれを完成させてみせる！　この乙女おとめ回かい路ろを……！）

　光の極きわめて薄うすい部屋の中に意い志しだけが響く。

　一体の機械人形と強きよう靭じんな意志。

　機械人形はやがてマリオネットと呼ばれることになる。

　そして、そのマリオネットを凝ぎよう視しする一個の強靭な意志は、六人の男たちによって〝ローレライ〟と呼ばれていた。




　ここはテラツー。まだ六つの生命しかない星……。
















第一章　雪山の伝説













　　　　１




　ガラガラガッシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！

　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　断だん層そうの一角から飛び出たプラズマは確実にそれを捉とらえた。

　ひとたまりもなく、車は爆ばく発はつする。

　乗っている者はもちろん即そく死し……えっ？

「ゴホッ、ゴホッ……やってらんねえぜ！」

「大丈夫？　大丈夫？」

「だから車でこの地域に来るのは無理だって言ったんですわ！　それを！」

　爆発しバラバラになった車から男女四人──もとい、人間二人とマリオネット二体がはい出してきた。

　勝かち気きな顔をした少年と、どこか調子の良さを感じさせる美形。いずれも服装からジャポネスの人間であることがわかる。マリオネットは、どちらもかわいい。一人はスレンダーな体型で、頭にバンダナを巻いて大きなかんざしをつけている。もう一人は小こ柄がらで、こちらは髪かみを頭の両横でお団だん子ご状にまとめ、かんざしの数は二つだ。

　小お樽たる、花はな形がた、ライム、チェリーだった。

　いずれも真まっ黒くろ。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁん、ボクの買ったばかりのニューコンセプト４ＷＤ〝お猿さるマークⅡ〟がぁ！」

　無む惨ざんな姿となった車──つまりは残ざん骸がいを見て、花形がヘナヘナとその場に座すわり込んでいる。

　小樽のほうは煙けむりを吐き出して、ふい～っとばかりに仰あお向むけになった。

「助かったぜ、ライム、チェリー」

「へへ、ボク偉えらい、小樽？」

「ああ、偉えれえぜ！」

「私がどうなろうと、マスターさえ無ぶ事じならば……」

「泣けること言ってくれるぜ、チェリー」

　説明するまでもないとは思うが、一いち応おう説明しておくと、プラズマが直ちよく撃げきした瞬しゆん間かん、ライムとチェリーが自分の身体からだで小樽をかばったのだ。

　今回の旅の前に、セイバーマリオネットたちはローレライの所で対プラズマ用の絶ぜつ縁えん処しよ理りを施ほどこしてきていた。完全ではないし、あまり長い間は保もたないが、なにもないよりはあったほうがいいに決まってる。その、備そなえあれば憂うれいなし、の対たい策さくがさっそく生きたのだった。

「これだから、アホの考えることに同調するなって言ったんだよ、小樽」

　色っぽい声がして、小樽がそちらを向くと、いずれも乳のでかいセイバーマリオネットたちが立っている。

　ブラッドベリー、ティーゲル、パンター、ルクスの四人だった。

　定員オーバーで、この四人は自分の足でここまで車についてきたのだ。彼女たちにしてみれば、そんなことは造ぞう作さもないことである。

「あたしらと一いつ緒しよに来れば……」

「ええい、黙だまれ、黙れ、クズ鉄ども！　ボクの大切な小樽クンをこんなところまで歩いてこさせられるか！」

　花形の言うことももっともである。周囲は断層惑星テラツーでも、特に断層が激しく、普通の人間が歩いてこられるとはとても思えない。

　そしてもう一つ、花形の車をも破壊した荒れ狂うプラズマ。ここはそのプラズマ層が地表に噴き出している場所でもあるのだ。

　そんなところになぜ小樽たちはわざわざ来ているのか!?

　ゲルマニアの陰いん謀ぼうを打ち砕くだくなにかの任にん務むか!?

　小樽が拳こぶしを握にぎりしめて叫んだ。

「ともかく、温泉はもうすぐそこだぜぇい！」

　はあ？　温泉!?

「温泉！　温泉！　楽しみだなぁ！」

　ライムがはしゃいでいる。

　……そうなのだ。今回の目的は、ズバリ温泉なのである。

　今、小樽たちが向っているゲロゲロ地方は、ジャポネスから二〇〇キロほど北にあり、プラズマ層が活かつ発ぱつな運動を繰り返している所だ。そして、地下のプラズマのぶつかり合いは、地下水脈に高い熱を与え、それが地上に噴き出して温泉となる。それを鉱こう物ぶつ調査に来ていたジャポネスッ子の一人が発見して以来、数軒の温泉宿が建たち並ならび、テラツーでも珍めずらしい郊外のリゾート地となっていた。

　ただし、たどりつくまでにも激しいプラズマが飛び交うため、向かう途中も実に事故が多かったが。

　まあ、そんなことで尻込みしないのが、ジャポネスッ子のいいところというか、無む謀ぼうなところというか……。

「小樽、向こうについたら一緒に温泉に入ろうね！」

「いっ!?」

　突然のライムの申し出に対し、小樽は思わず顔を赤らめた。

〝一緒に風呂に入る〟──そういう行為は今までになかったものだ。せいぜい長屋の前で小樽がドラム缶風ぶ呂ろに入っているとき、背中を流してくれたり、薪まきをくべてくれたりしてただけ。

（なんだ、なんだ!?　オレはなにをこんなにドキドキしてるんだ？）

　マリオネットとお風ふ呂ろに入る──このこと自体は決して珍しいことではない。ドラム缶風呂以外にときどき小樽が行く銭せん湯とうには、背中を流すマリオネットたちが裸でいるくらいだ。

　だが、これがライムたちとなると、小樽の胸は途と端たんに高まってしまうのだ。

（ライムとお風呂に入る……ライムとお風呂に入る……ライムとお風呂に入る……）

　もやもやとした想像が小樽の頭で渦うず巻まいて、思わず小樽はその場に立たち尽つくしてしまった。

「はれ？　小樽、どうしたの？」

　ライムがのぞき込んでくるが、真っ赤になった小樽はまともにライムの顔を見ることができなかった。なんせ、さっきまで小樽の頭の中には素っ裸のライムがいたのだから。

「ラ、ライム……」

　震ふるえる声で呼びかけながら、ライムを見る。

「あ……」

　ライムもそんな小樽の態たい度どに触しよく発はつされたのか、うつったように顔がカーッと熱くなってしまう。ここ最近、ライムも小樽のことを意識するようになっていたのだ。

（あ、あれ……ボク、また……）

「ライム……」

「小樽……」

　しばし、見つめ合う二人──

　が、二人のラブラブ時間はそんなに長くは続かなかった。

　邪魔をしたのは五つの嫉しつ妬とのオーラ。

「マスターァァァァ！　それにライムゥゥゥゥ！　ひどいですわ、ひどいですわ、ひどいですわ！」

「小樽、そんなちっこい胸のと温泉入ったってちっともおもしろくないよ！　温泉だったらやっぱりあたしさ！」

「小樽様、ひどい、ひどい！　お風呂に入るのなら、私とにしてくださいましっ！」

「小樽、オレと入ろうぜ！　オレだったらパワフルに背中を流してやるぜ！」

「小樽ク～ン！　こんなクズ鉄どもと温泉に入ったら錆さびがついちゃうよ！　やっぱりここは男同士、裸のつき合いをしようよォ！」

　チェリー、ブラッドベリー、ルクス、パンター、花形……それぞれがそれぞれの反応をして、小樽に迫せまる。

「あ、いや、ちょっと！」

「うぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　もてる男はつらいやね。

「ふぅ……」

　ただ一人騒ぎに加わっていないティーゲルが、毎度毎度よくやる、といった表情で大きくタメ息をついた。

「と、ともかく！　今回の温泉はただ骨休めに行くんじゃねえんだぞ！　大切な調査でもあるんでぇい！」
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　小樽にとって、今回のゲロゲロ温泉行きはただの遊びではなかった。

　実はこのゲロゲロ温泉、ある秘密があるのだ。それも小樽にしてみればどうしても無視できない秘密。

　それは……女。

「ゲロゲロ温泉の女伝説！　こいつを解明するのが今回の目的なんでぇい！」

　ゲロゲロ温泉の女伝説──そのくわしい内容はもう少し後にしよう。ただ、この伝説の解明に小樽は燃もえていた。もしかしたら、本物の女に逢あえるかもしれないという期待で。

　ただ、それと同じくらい他の者たちも燃えていたのだ。小樽とは違う意味で。

（温泉、温泉！　小樽と温泉！　楽しいな！　温泉といえば、ピンポンにおまんじゅうに時代遅れのテレビゲームに麻雀にトランプ！　いっぱいいっぱい遊ぶんだ！）

　と、小樽のことを意識し始めたとはいえ、ライムはまだまだ無む邪じや気き。

　チェリーはというと──

（マスター……）

　チェリーの小樽を見る目は、すでにトロンとなっていた。チェリーお得とく意いの妄もう想そうモードに突入していたのである。

（マスターが温泉に入っているとき、あたしが間ま違ちがえたふりをして入っていくの。そして……）




『あ、チ、チェリー！』

『きゃー、マスター、入っていらっしゃったんですね』




（あたしはそのまま小さなタオルで身体を隠かくす。そのしぐさにマスターはさらにドギマギしちゃって……）




『わ、わ、わ！　えっと……えっと……ごめん』




（マスターは恥はずかしがって、向こうを向いてしまうの。それで、あたしはそっとマスターの後ろでお湯につかって……）




『マスター……あたし……』

『チェリー……うれしいよ』

『えっ？』

『実はチェリー……ボクはキミとこうしてお風呂に入りたいと思ってたんだ』

『マスター！』

『もう一つ、ボクは温泉に来てやりたいことがあったんだ』

『マスター、あたしにできることでしたらなんなりと』

『チェリー、それは……温泉の中でキミと結ばれることなんだぁ！』

『ああ、だめ、マスター！　裸同士、恥ずかしい！』

『かまうもんか、チェリー！』

『ああん、マスタァァァァー……』




「なんちゃって、なんちゃって、なんちゃって、なんちゃって！」

　…………。

　チェリーって……なんだかなぁ。

　よくもまあ、ここまで勝手な妄想をして、それでもってその世界に入っちゃえることができると思わず感心。

　さて、妄想といえばもう一人いる。ルクスだ。

　ルクスのほうは、温泉から出た後のことで妄想を展開させていたのだった。

（小樽様が温泉から出ていらして……そして、私も温泉から出てきて……）




『あー、いいお風呂だった』

『…………』




（小樽様は湯上がりでほんのりピンクの私の顔をじっと見つめていらっしゃるんですわ）




『どうかなさいました、小樽様』

『あ、いや……なんていやぁいいんだ……ルクスの浴衣姿が妙に色っぽくてよォ』




（そう、私は浴衣ゆかた姿。髪もアップにして、うなじのおくれ毛が小樽様を刺し激げきする。小樽様に見られていることで、私も必要以上に意い識しきしてしまって……）




『いやですわ、恥ずかしい……』

『ルクス……きれいだぜ』

『そんな、小樽様……このルクスの身体はすべて小樽様のものですわ。この手も、この足も、この顔も、そしてこのうなじも。小樽様のために温泉でしっかりと磨みがいてきましたの』

『くぅぅぅぅ……ルクスゥゥゥッ！』




（ドサッ！）




『ああ、だめです、小樽様』

『オレはもうたまらねえんだ！　へへ、浴衣は脱がすのが楽だぜ！　それっ、クルクルクルクルッ！』

『ああ、そんな帯を……ああ、やめてぇぇ！』

『ルクス、きれいだ！』

『ああ、小樽様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　それで二人はしっぽりと結ばれるのよぉぉっ！」

　…………。

　こちらもはっきり言って……なんだか。

　二大妄想マリオネットは、遠い目であさっての方向を見つめ、ニタニタしていた。ときどき奇声を発しながら。

　そうかと思うと、二大パワフルマリオネットのほうは握り拳を作って叫んでいる。

「うふふふっ、燃えるねぇ！　ジャポネス古来よりの風ふう習しゆう！　夜よ這ばいよ、夜這い！　今日こそは夜這いして、小樽はあたしのもんだよ！」

　と、ブラッドベリー。

「小樽！　覚かく悟ごしなっ！　今日こそ必ずオレのもんにしてみせるからな！　夜が勝負だぜ！　力づくでも！　わっははははははははははははははっ！」

　はっきり言って小樽に丸聞こえである。

「こいつは……疲つかれるぜ……」

　ドッと疲れた様子の小樽の肩を横から手が伸びてきて、ガシッと抱いた。

「小樽クン、かわいそうに！　キミの疲れた心をボクが癒いやしてあげたい……」

「ゾッ……」

　おぞましさに小樽の全身、総毛立つ。

　花形に学習能力はない。こんなことをすればセイバーマリオネットたちが黙っていないということをすっかり失念している。




　ドカァァァァァァァァァァァッ！




「ぐええええ……」

　案あんの定じよう、唯ただ一人ひとり冷静だったティーゲルのさりげない一撃で、花形は吹っ飛ばされた。

　ちょうど花形が飛んでいった先には──




　バリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリッ！




「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　プラズマが発生し、花形はスパークに包つつまれた。

「お、小樽クン、ボカァ、あきらめないぞ……ぐぅぅ……」

　白目をむいて気き絶ぜつする。が、あくまで気絶しただけだ。……よく生きてるなぁ。

「助かったぜ、ティーゲル。ったく、みんな浮かれちまって、まともなのはティーゲルだけだぜ」

「フ……小樽、あたしだって結けつ構こう裏じゃ浮かれてるんだよ」

「いっ!?」

「冗じよう談だん、冗談」

　ティーゲルは、彼女にしてはめずらしく、悪戯いたずらっぽく笑った。本当に冗談なのかどうか。

「小樽、遊ぼうね！」

「マスター、お風呂で待っててくださいね！」

「ポイントはうなじですわ、小樽様！」

「夜這い、夜這い！」

「力づくでも！」

「お、小樽くぅぅぅん！」

「フフフ……」

　かくして、ただではすまない温泉旅行は開幕した。

「ふぃぃぃぃ……」

　小樽の大きなタメ息とともに。




　　　　２




　昔、昔のことじゃった。

　コウブツチョウサカンという仕事をしておった吾ご作さくどんが、あるとき、ぷらずまが激しい北の山に登っていったところ、ぷらずまによってなびげーしょんしすてむがイカれてしまい、道に迷ってしまったそうな。

　あたりは一面雪に覆おおわれていて、しかも吹ふ雪ぶき。

　吾作どんは途と方ほうに暮くれて、なんとか近くの洞どう窟くつに逃げ込んだものの、死をも覚悟したそうな。

　そんときじゃった。

〈吾作どん……〉

　激しい吹雪の中で自分を呼ぶ声がする。

「えっ？」

　寒さのため、半分睡すい魔まに襲おそわれておった吾作どんは、いよいよ幻げん聴ちようが聞こえたかと覚悟を決めたそうな。

　ところが。

〈吾作どん〉

　またしても声が聞こえる。

　しかも、今まで聞いたことがないやさしい声じゃった。

「これはどういうことじゃ？」

　吾作どんは驚おどろいて、吹雪だというにもかかわらず、思わず洞窟から外に飛び出した。

〈吾作どん〉

　吹雪の向こうに人が見える。

　しかも吾作どんのほうにどんどん近づいてきたそうな。

「だれじゃ？」

　震える声で呼びかけた吾作どんの前に現れたのは、白い着物を着た髪の長い人間じゃった。

「まりおねっとか？」

　そう、その人間はまりおねっとそっくりの容よう姿しをしておったそうな。

「うんにゃ。あたしは女だ」

「女？」

　伝説でしか聞いたことがない〝女〟を見て、吾作どんはびっくりしてしもうたそうな。

　吹雪も忘れて、まじまじと〝女〟を見つめる。

　まりおねっとそっくりじゃったが、さにあらず。

　人間と同じ温かさが目の前の〝女〟からはあふれておったそうじゃ。

「吾作どん、おまえを助けてしんぜよう」

「ほんとか？」

「ほんとじゃとも。ただ、助かっても決してあたしのことは人にしゃべってくれるな。あたしはこの山で静かに暮くらしていたいんじゃ」

「わかった。約束する。約束する」

〝女〟は吾作どんを連れて、雪山を一気に駆かけ下りたそうな。

　ふもとの村まで来たところで〝女〟は吾作どんにこう言った。

「ここまで来れば安心じゃ。けれど、あたしのことは決して人に言ってはならん。約束は守ってくれな」

「わかっとる。わかっとる」

　こうして吾作どんは九死に一生を経て、無事助かったそうな。

　人々は吾作どんが無事戻ってきたことを奇き跡せきと言って不ふ思し議ぎがったが、吾作どんは決して〝女〟のことを言おうとはしなかった。

　そんなことがあって一年後。

　ある日突然、吾作どんの家のまりおねっとが壊こわれてしまったそうな。

　慌あわてて新型を注ちゆう文もんした吾作どんの家にやってきたのは、なんとあの雪山の〝女〟とうり二つのまりおねっとだったそうじゃ。
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「こいつは不思議なこともあるもんじゃのう」

「どうなさったかえ、ご主人様」

「あ、いやいや」

　不思議なことにそのまりおねっとは普通のまりおねっととは違って、泣きもすれば笑いもする。時には怒りもするまりおねっとじゃった。

　吾作どんはそのまりおねっとをかわいがって、どこに行くのにも連れていったそうな。

　大昔からの言い伝えではそういう存在をつまというのだそうじゃ。

　そうこうしているうちに、吾作どんにまたまたあの北の山のコウブツチョウサの仕事が回ってきたそうな。

　吾作どんはそのまりおねっとを連れて、北の山に向かった。

「おお、懐なつかしいのう」

　北の山はあいかわらず雪に覆われておって、それはそれは美しい眺ながめじゃった。

「おおっ！」

　その雪の中に吾作どんのまりおねっとが立ったとき、吾作どんは思わず〝女〟が立っているのと錯さつ覚かくし、ついつい口走ってしまった。

「おまえはまるで女のようじゃ。わしは一年前、ここで伝説の女にあったんじゃ。とは言ってもおまえにはわからんじゃろうがのう」

「いえいえわかりますとも、吾作どん」

「ええっ？」

「あたしがその女だからです」

　なんと驚いたことにまりおねっとだと思ったら、本物の女じゃったそうな。

「あたしはおまえさまのことが好きになってしまって、おまえさまのもとで暮らそうと思ったのです。けれど、人に言ってはならんという約束を破りましたね」

「ああ、堪かん忍にんしてくれ」

「だめです。さあ、行きましょう」

　ついつい女のことをしゃべってしまった吾作どんは、女に連れられて、雪の中に消えていってしまったそうな。

　二人が消えた場所からは温泉が出て、人々は消えた吾作どんと女がお湯に変わってしまったと噂うわさしあったということじゃ。

　昔、昔のお話じゃで。
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「そういう伝説がこのゲロゲロ地方にはあるって話でぇい」

　物語を話し終えて、小お樽たるはセイバーマリオネットたちのほうを見た。

　付近は物語と同じように雪景色となっている。

　ここゲロゲロ地方は標高二〇〇〇メートル近く、夏でも雪が残るほどだ。

「伝説の女……？」

　ライムが神しん妙みような顔でつぶやいた。

　他の五人も似たような顔つきだ。

　昔話ふうの語り口調とはいえ、セイバーマリオネットたちには感ずるものがあったらしい。

「そんなの噓うそに決まってるよ、小樽クン！　あ、まさか信じてるわけじゃないだろうね!?」

　一人、花はな形がただけがバカバカしいと顔に出して言った。

「もちろん、この昔話だけだったら信じてないさ。ただな、最近、ちょっと気になる噂があってな」

「気になる噂？」

　全員が小樽の顔をのぞき込む。

「これは源じいさんから聞いたんだが……」

　源じいさんとは小樽の住む傘かさ張はり長なが屋やの隣となりの住人だ。気さくな老人で、小樽とは家族同然のつき合いをしていた。

「最近、この〝女〟が目もく撃げきされたって話だ！」

「えっ!?」

　セイバーマリオネットたちがいっせいに驚おどろいた顔つきとなった。

　花形だけはまだバカバカしいといった表情を変えていない。

「小樽クンはその噂を確かめるためにゲロゲロ温泉に!?」

「そうさ」

「ナンセンスだよ、小樽クン！　そんな〝女〟なんているわけないよ！　そんなのがいるとして、もう何百年も発見されなかったなんてことがあるかい？　それが今になって……噓に決まってる！」

「花形、おめえはロマンってもんを理り解かいしてねえな！　雪山の中の女……ロマンじゃねえか！　いるとかいないとかは二の次でぇい！」

　小樽はワクワクした表情だ。元来、ジャポネスッ子は好奇心が強いことで有名だが、小樽は特にその傾けい向こうが強かった。

「へへへ、楽しみだぜ！」

「もう、小樽クゥン……」

　小樽ははつらつと歩いていく。

　が、ふとセイバーマリオネットたちが妙に静かなのに気がついた。

「あれ、どうしたんだ、みんな？」

　振り向いた小樽の顔に飛び込んできたのは、セイバーマリオネットたちの沈しずんだ顔だった。

「おい、どうした!?」

　さすがに小樽も怪け訝げんな表情になる。

　ライムが沈しずんだ表情のまま口を開いた。

「ねえ、小樽……もし、本当に人間の女がいたら……どうするの？」

「えっ？」

　小樽にしてみれば、思いもよらぬ問いかけだった。

「ライム？」

「…………」

「それにみんな？」

　ライムも、チェリーも、ブラッドベリーも、ティーゲルも、パンターも、ルクスも……全員が真しん剣けんな表情で小樽を見つめている。

「そのとき……私たち、どうなっちゃうんですか？」

　チェリーが決定的な一言を口にした。

　そうなのだ。セイバーマリオネットたちは本ほん能のう的に不安を察さつ知ちしたのだ。もし人間の女が小樽の前に現れたとしたら、自分たちは小樽にとってどういう存在となるのだろうか、と。

　乙女おとめ回路は限りなく人間の女の心に近い。

　が、そのものではないのだ。

　それを一番よく知っているのが、乙女回路を持つセイバーマリオネット自身であった。

　本物の女に比べたら、自分たちは劣おとるのではないか!?

　その恐きよう怖ふ感が全員にあった。

「そんなの決まってるさ。スクラップだよ、スクラップ！　クズ鉄どもはお払い箱さ！」

　花形が無責任に言い放つ。




　ガシュツ！




「ぐぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　小樽のヒジ鉄がまともに花形の画面にめり込んで、花形は雪の中に沈没した。

「小樽ぅ！」

「マスター！」

「小樽様！」

「小樽！」

　全員がすがりつくように小樽を取り囲かこんだ。

　チェリーに至っては目に涙なみだまでためている。

「みんな……！」

　全員を見つめる小樽の表情は……やさしかった。

　小樽は、これ以上ないくらい真しん剣けんな表情で言った。

「オレを信じろ！」

「小樽……」

　全員の顔にようやく喜よろこびの感情が現れる。笑えみが浮かんだ。

　小樽にとって、彼女たちはかけがえのない存在だ。

「オレを信じろ！」

　小樽がもう一度言うと、ライムも、チェリーも、ブラッドベリーも、ティーゲルも、パンターも、ルクスも、我われ先さきに小樽にくっついた。

「小樽……」

　今はともかく全員、小樽の温ぬくもりを感じていたかった。




「小樽クゥン……ボクも信じたぁい……」

　ただ一人、花形だけは周囲を鼻血で赤く染そめながら、あいかわらず雪の中に埋まっていた。
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「ようこそおいでやす」

　雪の中を歩き続けて、小樽たちはようやくゲロゲロ温泉についた。

　途と中ちゆう、何度か遭そう難なんしかかったが、その都つ度ど、だれかが小お樽たるを抱だきしめて暖あたためたのだった。

　ちなみに常に花はな形がたは小樽に抱きつこうとしたが、いずれもセイバーマリオネットたちの一撃で雪の中に沈められている。

　ホント、よく死なないなぁ……。

「古い旅館ですわねぇ」

　チェリーが感心したように、しかして、なかば呆あきれたようにつぶやいた。

　烏からす屋やというのがこの旅館の名だ。

　古い大きな木造の旅館で、できてからすでに一〇〇年以上経っているという。チェリーのつぶやきは、こんなに古いのによく建物が崩くずれないな、という思いから来ていた。

「さあさ、こちらへ」

　出で迎むかえてくれたのはマリオネットではなく、小こ柄がらで太めの、人の好よさそうな店主だった。

　店主は小樽と六人のセイバーマリオネット、ついでに花形をじっと見つめて、感心したように言った。

「それにしても、よくこの季節にご無ぶ事じでお着きになりましたなぁ」

「えっ？」

「いやはや、この季節、途中のプラズマ活動が激しくて、まず間違いなく車をやられて遭そう難なんされるんですわ。シーズンはもう少しあとでっせ。お客さん、すごいですな」

「あれ、そうなの？」

　小樽が汗ジトで応える。

　花形も、さすがのセイバーマリオネットたちもジト目だ。

「道理で危険すぎると思ったぜ」

「ボクの車……」

　今になって小樽は思い出した。源じいさんも冬になったらゲロゲロ地方に行ってみるといい、と。

　今はまだ秋だ。

「ハハハ……ま、ちっとばっかしせっかちだったかな……」

「ま、温泉でもゆっくりとつかってくださいまし。他にお客さんもいませんし」

「お世話になります」




　小樽たちは八畳二間続きの部へ屋やに通された。

「へえ、結けつ構こういい部屋じゃんか」

　ブラッドベリーがじっくりと部屋を見回して言った。古いながらもきっちりとした部屋で、塵ちり一つ落ちていない。なによりも窓の外に雄ゆう大だいな雪景色が広がっているのが風ふ情ぜいをそそった。

「ふうん……」

　小樽は窓まど際ぎわで、外の景色を見つめていた。

　その横にブラッドベリーが立った。

「いい眺ながめだねぇ、小樽」

「ああ……」

「こんな景色を見ながら温泉に入ればさぞ気持ちいいことだろうよ」

「そうだな」

「そいでもって、夜は……ムフフ」

　いきなりブラッドベリーはその豊満な胸を小樽に押しつけてくる。




　ぷるる～ん！




「いいっ!?」

「この景色に負けずとも劣らない、雄大なあたしのボディを見せてあげるよ、小樽」

「お、おい！」

「そいでもって、あ～んなことや、こ～んなことや……ああっ、今夜が楽しみ」

　さらにブラッドベリーが小樽に抱きつこうとしたときだった。

「抜け駆けすなっ！」

　いつの間にかティーゲルとライムを除のぞく全員が二人のまわりに集まっていた。

「はん！」

　ブラッドベリーは挑ちよう発はつするように、ガシッと小樽を抱きしめた。

「この旅行であたしと小樽と結ばれるのさ！」

　堂どう々どうたる宣言は、他の者たちの頭に血を昇のぼらせる。

「離れろぉぉぉぉぉぉっ！」

「小樽様はあたしのものよぉぉっ！」

「ケンカ売る気かい、ブラッドベリー！」

「小樽クンはボクのステディだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　四体と一人は泥どろ沼ぬまの戦いに突入した。

「はははは……」

　当事者である小樽は汗ジトで疲つかれたように笑った。

「小樽、災さい難なんだねえ」

　離れて見ていたティーゲルが苦笑して言う。

　が、その横にいたライムはどこかブスッとした表情で一連の光景を見つめていた。

「ん、どうした、ライム？」

「うん……あのね……なんか、小樽とブラッドベリーがくっついてるのを見てたら、なんか胸のあたりがもやもやするの」

「ほう」

　ティーゲルが感心したようにつぶやいた。

「ライムでも嫉しつ妬とするんだねぇ」

「嫉妬？」

「小樽と自分以外のマリオネットが仲良くしていたらくやしくなる気持ちさ」

「小樽とボク以外のマリオネットが……」

　ライムは改めて小樽を見た。

（小樽……ボクだけの小樽……）




　ガラッ！




「オ、オレ、風ふ呂ろ行ってくらぁ！」

　ついに争あらそいに耐たえかねて、小樽が部屋を飛び出していく。

「ああ、小樽！」

　全員が慌あわててあとを追った。

「小樽……」

　ライムも。
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「ったく、まいったぜ……」

　小樽は廊ろう下かを歩いていた。

　とりあえず他の連中をまくために、旅りよ館かんの中をあちこち歩き回ったのだ。そのため、なんとか一人になることはできたのだが、自分がどこにいるのかもわからなくなり、温おん泉せんにたどり着けないでいた。

「えっと、どっちに行けばいいんだ？」

　ギシギシと響ひびく床ゆかを小樽は奥へ奥へと歩いていく。

「ん!?」

　ふと人の声が聞こえた気がして、小樽はそちらに足を進めた。

「まいったねぇ、この時期にお客さんとは」

（えっ!?）

　小樽がのぞき込んだところ、そこは廚ちゆう房ぼうだった。

　マリオネットの仲なか居いさんが忙いそがしく働はたらいている中で、同じような歳の男が二人困こまったように顔を見合わせている。

「うちも、銀嶺荘さんのところも、もちろんだけど客はいないよ」

　一人はこの宿の主人だ。もう一人はどうも近所の宿の主人らしい。

　なんとなく出づらい雰ふん囲い気きで、小樽は柱の陰かげから聞き耳を立てた。

「やっぱりあの噂うわさ目当てだろうねぇ」

「そりゃそうさ。あれだけ流しちまえば……。なんか、最近ジャポネスじゃあ、マリオネットに憧あこがれを抱く男たちが増えているそうだし……」

「こういう時じ期きに来るバカもいるってことかいな」

（バカ……!?）

　男たちの話に小樽は少しムッとした表情になった。ジャポネスッ子は気が短いのだ。

　それでもこらえて、さらに耳を傾かたむける。

「じゃあ、いつものように一回いい夢見てもらって……」

「そうだねえ」

（こいつは……なんか変だぜ!?）

　陰いん謀ぼう……とまではいかないまでも、なにかの作さく為い的てきな匂においが──

　小樽は思いきって声を出した。

「ちょいとすまねえが……」

　効果は驚おどろくべきものだった。




　ドンガラガッシャァァァァァァァァァァァァァァン！




　二人の男たちはいきなりその場で飛び上がり、そばに積んであったお膳ぜんに突っ込んだ。

「お、お客さん!?」

「な、なんか用ですか!?」

　声まで裏返ってしまっている。

　思わず声を立てて笑いたいところだが、小樽は必ひつ死しにこらえた。

「すまねえが、迷まよっちまって……温泉はどっちだったっけ？」

「温泉ならこの廊下の突き当たりを左に行ったところですよ。大浴場はもちろん、打たせ湯、流れる湯、サウナにジャングル風ふ呂ろ、そして当旅館自じ慢まんの展てん望ぼう露ろ天てん風呂となんでも揃そろってますよ！」

「そいつはありがとうよ」

　小樽は鼻歌を歌いながら歩き出した。少し行ったところで、クルリと振り返る。

　男たち二人がビクッとした顔が見てとれた。

「ところで……例の噂は本当かい!?」

「れ、例の噂と申しますと……？」

　旅館の主人が聞き返す。実にわざとらしく、とぼけたフリが見え見えだ。

「このゲロゲロ温泉に伝わる〝女伝説〟のことでぇい！　最近、その伝説の〝女〟を目撃したヤツがいっぱいいるそうじゃないか!?」

「あ、え、ええ……」

「楽しみだぜぇい！」

　小樽はふたたび踵きびすを返して歩き出した。

　男たち二人は、しばらくの間、その小樽の後ろ姿を見送っていた。
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「やっぱ、どう考えてもおかしいぜ」

　ようやく温おん泉せんにたどり着き、風ふ呂ろにつかりながら、小樽はだれに言うともなくつぶやいた。

「連中、絶対になにか隠かくしてやがるな」

　小樽の第六感にビンビン感じるものがある。そして、小樽の勘かんは当たるのだ。




　ピチョン……




「ちめてえ」

　小樽の背に天てん井じようから水すい滴てきが垂たれた。

　今、小樽のいるところは普通の屋おく内ないの大浴よく場じようだ。烏屋旅館の温泉は、この大浴場を出発点に、打たせ湯、流れる湯、ジャングル風呂、サウナ、そして展望露天風呂というのが一本の道で連つらなっていた。

　順番、というわけでもないのだが、小樽は律りち儀ぎに最初の大浴場から入っていた。

　だいたいにおいて、ジャポネスッ子は風呂好きだ。小樽も例外ではない。

「ふぅ～……」

　思考が中断したのが幸いしたのか、小樽はようやく湯の感触を味わっていた。のんびりとお風呂につかる──これほどの喜びがあろうか!?　いや、ない！（断言）

　……すいません。個人的な思いでした。

「やっぱ、でかい風呂はいいなぁ」

　ジャポネスにもでかい風呂といえば、銭せん湯とうがある。サウナもある。けれど、最近の小樽はほとんど長屋の前に作ったドラム缶風呂で過ごしてきたのだ。まあ、そのほうがお手軽という意味もあるし、なんといっても、マリオネットたちも入れる。

　さすがに銭湯にマリオネットたちを連れていくわけにはいかなかった。彼女たちは平気でも、彼女たちは普通のマリオネットとは違うのだ。まわりの男たちのほうがやばい。鼻血の出し過ぎで貧血……くらいならいいが、中にはいけないことを考える外げ道どうもおるやもしれぬ。

「ん、待てよ、そういえば、連中は……」

　ちょうど小樽がライムたちのことに思い出したときだった。
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　ガララララ……




　大浴場の入口の引き戸が開く。

「あら、小樽様」

「いいっ!?」

　引き戸のところにルクスが立っていた。

　そう、全ぜん裸らで。

「ル、ルクス、は、裸で!?」

「あら、お風呂に入るのに服を着る人はいませんわ」

「あ、いや、そうだけど……」

「小樽様ァ」




　チャポン……




　ルクスはゆっくり湯につかると、小樽のそばにやってきた。

「お、おう」

　目の前に立たれると、たわわに実みのった乳がちょうど小樽の目に飛び込んでくる。

「ぷはっ～……」




　ブシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




　小樽の鼻から真まっ赤かな液体が大量に弾はじけた。

「きゃぁ、小樽様！」

　ルクスは慌あわてて小樽を洗い場へと連れていった。




「す、すまねえな、ルクス」

「いいえ」

　洗い場に連れてこられ、小樽は椅い子すに座すわらされた。

「お背中をお流ししますね」

　そう言うと、ルクスは小樽の背中をタオルでこすり出す。

「ふぅ……」

　力のかけ方は絶ぜつ妙みようで、小樽はなんともリラックスした気分になっていった。

　が、そのときふと気づいたのだ。

「うっ！」

　タオル以外の感触があることに。




　ぷるぷる……ぷるぷる……ぷるるん……




「こ、これは！」

　気がつくと、ルクスのタオルを持った手は前にまわっている。

　背中の感触……これは！

「小樽様、気持ちいいですか？」

「あ、いや、その……」

　ルクスが小樽の耳元にフッと息を吹きかけてささやくように言った。

「私の身体からだを使って、小樽様を洗ってあ・げ・る」

「うごっ！」

　おおっ、なんとうらやましいヤツ！　ほとんどこれは大人おとなのお風呂！

　だが──

　ガラララララララララララララララッ！




「ちょっと、ルクス！」

　髪かみを振り乱して飛び込んできたのは、幼よう児じ体型……そう、チェリーだ。

「よくも人を布ふ団とん部べ屋やに閉じ込めてくれたわね！」

「チェリー？　布団部屋に閉じ込めた？」

「ホホホ……」

「そうです、マスター！　ルクスったら、あたしを布団部屋に閉じ込めて、マスターを一人ひとり占じめしようと……あああっ、あんた、なにマスターにくっついてんのよ！」

「あら、あたしは小樽様を洗あらってさしあげてるだけですわ。シュッ、シュッと」

「おお、気持ちいい……」

「ちょっと、あんたどこで洗ってるのよ！　そういうエッチなことしていいと思ってんの！　スケベ！　不ふ潔けつよ！」

「私のデータベースには殿との方がたはこうすると喜ぶと記憶メモリーされているんです」

「もう、離れなさいよ！」

「それならばチェリーさんもおやりになればよろしいじゃないですか!?　ああ、そうでしたわね。チェリーさんの胸ではガリガリ当たって、小樽様が痛がるかも……」

「なんですってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！　あたしだってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　チェリーは猛もう然ぜんと身体に石せつ鹼けんをなすりつけると、小樽に飛びついた。

「うわっ、チェリー？」

「マスター、あたしだって！」

　そのままチェリーは小樽の身体に自分をこすりつける。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……」

　ただ、チェリーの飛びついた場所が悪かった。

　なんと、小樽の前面、ちょうど首の所に手を回した形に──これって、男にとってはメチャクチャやばいよね。だって二人とも裸だし……。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽は顔を真っ赤にして、その場で飛び上がった。

「か、かんべん！」

　二、三メートルは飛び上がったかと思うと、そのまま一いち目もく散さんに駆かけ出していく。

「小樽様？」

「マスター？」

　残されたルクスとチェリーは目が点……。

　キミたち、もう少し男の生理というものを考えてあげなくちゃ。小樽は理性がぶち切れて、いけない関係になりそうなのを必死でこらえたんだから。

「そうなってもよかったのに……」

　ルクスがぽつりとつぶやいた。




　　　　７




　バシャッ、バシャッ、バシャッ、バシャッ……




　大浴場を飛び出した小樽は打たせ湯で頭からお湯をかぶっていた。普通打たせ湯というところは、肩かたが凝こっていたら肩というように患かん部ぶにお湯を当てるものだけど、頭ということは……ははあ、やっぱり小樽は……。

「やかましいっ！　そんなんじゃねえやい！」

　あぐらをかいたまま、小樽はひたすら頭にお湯を受けている。

　これじゃあ打たせ湯というよりも、滝たきに打たれての修しゆ行ぎよう──いや、実際、小樽はそのつもりだったのだ。

「オレは……オレは……」

　あのチェリーに前から抱きつかれたとき、小樽の〝男〟はそちらの甘かん美びな果実のほうに突き進んでしまったのだ。

　逃げ出すのがもう少し遅おそかったら、小樽の理性は彼方かなたに飛んで、とんでもないことになっていたかも──

「あれ、待てよ……？」

　ここで小樽はハタと気がついた。

　小樽も一応、健けん康こう的な成年男子だ。

　……ということは別にそういう関係になってもいいのではないだろうか、ということだ。

　なぜに遠えん慮りよする、小樽!?

「オレは……チェリーやルクスのことを……」

　小樽にとって、チェリーやルクス、いやライム、ブラッドベリー、ティーゲル、パンターとはどういう存在なのか。

　マリオネットというものを超こえた大切な存そん在ざい──それはわかる。

　一人の女──それもわかる。

　が、この場合、小樽の気持ちはいったいだれに向いているのか!?

　小樽にとっての罪ざい悪あく感は相手が複数ということだった。

　小樽の倫りん理り観かんにおいて、夫ふう婦ふというものは一対一だというのがある。複数の相手に対し、夫婦での〝営み〟をやってしまうことは、小樽という人格においては悪だった。

　あのとき、もしチェリーと営んでしまったら、小樽はチェリーと夫婦にならなければいけないということだ。

　だが、その気持ちは小樽の中ではまだ固まっていなかった。

　改あらためて考えてみると、これは極きわめて重じゆう大だいな問題だ。

　小樽の本命はいったいだれなのか!?

　ライムは素す直なおでかわいらしく──

　チェリーは家庭的で愛あいらしく──

　ブラッドベリーはグラマーではっきりした性格──

　ティーゲルは大人でたよりになる──

　ルクスは知的で大だい胆たん──

　パンターは男おとこ勝まさりながら純じゆん情じよう──

　こりゃ悩なやむよねぇ。

「うううううう……オレはいったいあの六人のだれが一番好きなんでぇい!?」

「それは違うよ、小樽クン！　キミが一番好きな人……それはボクのことさ！」

　いきなり現れたのは花形だった。




　ドテッ、ボキッ、グシャッ！




「ぐぇぇぇぇぇ……がぼっ、がぼっ……」

　次の瞬間、花形は顔面にパンチを受けて、その場に仰あお向むけにひっくり返っていた。流れ落ちる湯がちょうど口を直ちよく撃げきし、みるみる花形の腹がふくらんでいったのだった。
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　いろいろな湯を通り過ぎて、小樽はサウナにやってきた。




　ギィィィィィ……




　サウナ室の中に入ると、なんともいえない暑さに身体が火ほ照てる。

「こいつがたまんねえんだよな……あれ？」

　サウナ室には先客がいた。

　バスタオルを身体に巻いただけのブラッドベリーとパンターだ。

「あれ、おめえたち!?」

「あ、小樽、待ってたよ！　小樽のことだからここにいりゃ、絶対に逢あえると思ってさ！」

　ブラッドベリーはそう言うと、小樽を自分の横に引っ張ってくる。

　が、横から手がニュッと伸びて、小樽はブラッドベリーとパンターのちょうど真ん中に座らされた。伸びた手の主はもちろんパンターだ。

「なんだよ！」

「フン！」

　案あんの定じよう、ブラッドベリーとパンターがにらみ合った。お互いに小樽を真ん中に一歩も引かない。

「まあまあ……」

　慌あわてて小樽がなだめに入る。ったく、苦く労ろう性しようよのう。

「しかし、おめえたち、大だい丈じよう夫ぶなのかい？　サウナなんかに入って、身体のほうは……」

「大丈夫、大丈夫！　これが意外と気持ちがいいもんなんだよ」

「そうそう。ここから飛び出して、水風呂にバシャッとつかると、なんともいえぬ快感が……たまんねえぜ」

「へえ……」

　乙女おとめ回かい路ろ付きのセイバーマリオネットを作った人物──オリジナルのドクター・ローレライは実はお風呂好きだった……小樽はそんなことを思ったりした。

「ん？」

　ふと見ると、ブラッドベリーの顔がさっきより大きくなっている……そうじゃない。ブラッドベリーはさっきよりも小樽に寄ってきていたのだ。

　そして、ブラッドベリーだけではなく、パンターも。

　小樽は二人にぴったり挟はさまれてしまっていた。ほとんど身動きがとれないくらい。

　しかも、いつの間にかブラッドベリーもパンターも、さりげなくバスタオルをずらしている。

　肌はだと肌はだの密みつ着ちやく──

「お、おい、二人とも!?」

「あ、小樽、別にあたしは誘さそっているわけじゃないよ。小樽さえよければ、あ～んなこともこ～んなこともしてあげる……なんて一言も言ってないし」

「言ってるじゃねえか！　ったく、やだぜ、色気しかない女は！」

「なんだって、パンター！　そういうあんただって、よく見りゃバスタオルをズラしちゃって！　色気で小樽を釣ろうって魂胆だろけど、あんたみたいに野蛮な色気じゃ小樽はその気にならないよ！」

「オ、オレはそんなつもりはねえよ！　てめえみたいな色情狂と一いつ緒しよにするんじゃねえ！」

「だれが色情狂なのさ！」

「おまえだ！　おまえ！」

「おもしろいッ！　やるっての！」

「おう、やってやろうじゃん！」

　激げつ昂こうした二人は立ち上がった。

「まあまあ、まあまあ」

　二人をなだめるのはやっぱり小樽の役だ。

　ただ──

「うおっ！」

　立ち上がった拍ひよう子しに、二人の身体からバスタオルがずり落ちていた。

　全身モロ見え。




　タラァァ～……




「うっ……」

　小樽の鼻からまたしても赤いものが流れていく。

　甲こう乙おつつけがたい乳のでかさ。

　別に小樽は巨乳好きというわけではないのだが、やはり男として来るものは来るらしい。

　もっとも、マリオネットの乳がでかいというのは、今までこのテラツーではセックスアピールでもなんでもなかった。マリオネットの乳がでかかろうと小さかろうと、それは単なる型の違いでしかなかったからだ。好みとはいっても、せいぜい車のボンネットがふくらんでいるかへこんでいるかぐらいの感覚でしかなかった。

　ところが、これが感情を持つマリオネットの乳となると、ぜんぜん受けて側でも違ってくる。しかも、これは小樽に限ったことではなかった。パンターとブラッドベリーは現在工事現場で働はたらいているが、タンクトップのふくらみに現場の男たちが熱狂し、〝乳ちちファンクラブ〟まで結成されたというから、なんともはや。







[image: ]







　それにしてもこの状況、その〝乳ファンクラブ〟の人間たちが見たら失しつ神しんを起こしそうだ。

「あんたねえ！」

「てめえ！」

　小樽が間に割って入ったにもかかわらず、二人はまだ険けん悪あくな雰囲気だった。

　顔を付き合わせ、アクションをとるたびに、乳が大きく揺ゆれる。




　たううん、たううん、たううん……




「う、う、う、う……」

　小樽のほうも乳が気になって、どうしてもケンカを止めることに集中できない。

　おまけにサウナの暑さにそろそろ身体のほうが参まいりだしている。

（い、いかん……いったん外へ……）

　小樽が立ち上がろうとしたときだ。

「小樽！」

「小樽ぅ！」

「いっ!?」

　いきなりパンターとブラッドベリーが小樽のほうに振り向いたのだ。

「小樽はオレの味み方かただよな！　こいつの言ってること、さっきからとんでもねえぜ！」

「なに言ってるのさ、小樽はね、たとえテラツーすべての人間が敵に回っても、あたしの味方になってくれるんだよ！　ね、小樽ぅ」

「違ちがうって言ってんだろ！　見ろ、小樽、困こまった顔してるぜ！」

「なに言ってんのさ！　あんたの言葉に小樽は困ってるんだよ！」

　確かに小樽は困った顔をしていた。が、それは暑さに耐たえかねて、早くこのサウナ室から出たいのに二人が邪じや魔ましていることに対する困こん惑わくだった。

「あのな、二人とも……」

　小樽がなにか言おうとしても、二人のほうは口げんかを発展させてぜんぜん取り合わない。

「おまえ、乳にしかエネルギーが循じゆん環かんしてねえんじゃねえのか！　データからっぽの頭なんか持ってるだけ無む駄だだぜ！」

「なんだって！　その言こと葉ば、そっくりそっちに返してやるよ！　おっといけない、あんたの場合は回路自体が野や蛮ばんだったねえ！　ははのはーだ！」

「なんだと！」

「なんだっていうのさ！」

（いかん……これ以上二人のケンカに付き合ってたら、こっちがあぶねえ……）

　小樽は強ごう引いんに外に出ようとした。

　が──




　グイッ！

　ボヨヨヨヨォ～～～ン！




　小樽は無む理り矢や理り引っ張られ、顔をなんとブラッドベリーの胸の谷間に挟み込まれた。

（うわっ！）

　その弾力の中で小樽は声を出すこともできない。

「小樽ぅ……ひどいよね、パンターのヤツ。あたしってかわいそうだよね。えっ？　なぐさめてくれるの、小樽ぅ」

（うう……気持ちいいけど……暑い！　暑さが倍になって……）

　ジタバタしようとしても、ブラッドベリーに身体を押さえつけられていて、動くことすらできない。

「てめえ！　小樽がいやがってるだろ！」




　グイッ！




　今度はパンターに身体を引っ張られる。

（助かった……）

　と思ったのも束つかの間まだ。




　ボヨヨヨヨヨヨヨォ～～～ン！




　そのままパンターの胸の谷間に顔を埋うめさせられたのだ。

（うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……）

「小樽、あんなヤツにくっつくのはやめな！　ったく、かわいそうにな！　無理矢理バカマリオネットの汚きたねえ胸に顔を押しつけられて。オレが消毒してやるからな！」

（こっちも気持ちいいけど……暑さが……そろそろ限界……）

「ちょっと小樽を返しなよ！　小樽はあたしの胸が好きなんだよ！」




　グイッ！

　ボヨヨヨヨヨヨヨヨヨォ～～～ン！




「てめえ！　小樽はオレの胸で気持ちよくなってんだ！」




　グイッ！

　ボヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨォ～～～ン！




「あたしの！」

「オレの！」




　ボヨヨヨヨ～～～ン！　ボヨヨヨ～～～ン！　プルプルプルルルルン！




　乳と乳の間で、小樽の頭はまさにキャッチボール状態。

　男にとってこれほど幸福な行為もあろうか!?　ただし、場所がサウナの中でなかったら。

（うごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ、暑いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！）

　そして──




　グイッ！　グイッ！




　急に小樽の身体は二人の間で止められた。

「小樽はどっちがいい!?　あたしだよね！」

「オレだよな！」

　真しん剣けんな二人の顔が迫せまる。

　しかし──

「もうだめ……」




　ドシィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィン！




「小樽！　小樽！」

「小樽ぅぅ!?」

　とうとう暑さに耐えられず、小樽は白目を剝むいてその場にひっくり返ったのだった。




　　　　９




「うう……死ぬかと思った」

　水風呂につかってようやく回復した小樽は烏屋旅館自じ慢まんの露天風呂に入るべく、道を歩いていた。

　ブラッドベリーもパンターもついてくると言ってきたが、さすがにこれ以上ケンカに巻き込まれるのは……というわけで、遠慮してもらっていた。

　もうちょっとで小樽をあの世行きにしてしまうところだったブラッドベリーとパンターは、そのこともあって、しぶしぶこれを承しよう知ちした。




　ガラララ……




　サウナを少し行ったところに外に出るドアがあり、そこを出て、階かい段だんを上がった所にその露天風呂はあった。

「へえ～、でけえじゃんか」

　確かに広い。今までのお風呂をすべて足たしたくらいの広さ──ちょっとしたプール並だ。




　バシャッ、バシャッ、バシャッ……




「いっ!?」

　そう、そしてプールのように泳およいでいる人間の姿があった。いや、マリオネットの姿か。

「きゃははは！　あ、小樽！　小樽！」

　泳いでいたのは、案の定というべきか、ライムだった。

　端はしのほうにはゆっくりつかるティーゲルの姿も見える。

「小樽！　一緒に泳ごう、ね、ね」

　バシャバシャとライムが近づいてきて言った。

「ライム、温泉ってとこはな、泳いじゃいけねえんだぞ」

「えっ、そうなの!?　でも、こんなに広いのに」

「温泉ってとこはな、こうやってゆっくりつかるとこなんだ！　ティーゲルを見ろ、ティーゲルを！」

　ティーゲルが落ち着いた顔で楚そ々そとうなずく。

　が、キョトンとした顔でライムが言った。

「でも、ティーゲルもさっきまで泳いでたよ」

「えっ!?」

　見ると、ティーゲルは赤くなった顔の半分までぶくぶくと沈んでいた。

「もう、この娘こは！　黙だまっててって言ったでしょ」

「ごめんちゃい」

　ライムがてへへと笑いながら、頭の上で手を合わせる。

「もう……」

　ティーゲルも、あたしの負け、とばかりに肩をすくめた。

（この二人は本当に仲いいよな）

　小樽は温泉につかりながら、満足そうにうなずいていた。

「ふぅ～～……」

　ちょうどいい湯加減を味わいながら、小樽は改めて辺あたりを見回す。

　まわりは一面銀色の世界だ。

　温泉の端まで行ってみると、少し下のほうに鳥屋の屋や根ねが見える。

　この露天風呂は旅館の母おも屋やから少し上にあるのだ。

（なるほど、展望露天風呂だぜ）

　今度は反対側に来る。

　そこには小さな谷があって、その向こうは山の斜しや面めんになっている。

　足あし跡あと一つない雪ゆき景げ色しき。動くものはなにもない。

　ただ、露天風呂のまわりの明かりに照てらされて、雪の表面がときどきチカチカと光を反射させていた。

「いい眺ながめだ……気に入ったぜ」

「変なの、小樽、景色を見てニタニタしてる」

　いつの間にか、ライムが小樽の横に来て、小樽の顔をのぞき込んでいた。

「バカ。オレはこの雄ゆう大だいな景色を見てだな……あっ」

　そのとき、小樽はようやく気づいたのだ。今までのルクス、チェリー、ブラッドベリー、パンターのおかげで慣なれっこになってしまっていたが、ライムが裸であることに。

「えっ!?」

　小樽の反応が止まったのを変だと思ったのか、景色を見ていたライムが小樽のほうを向く。

　そして、小樽の視線が自分の裸を見ていることに気づいたとき、ライムは──

「きゃっ！」




　チャポン……




　顔を真っ赤にして、お湯の中に身体を沈しずめた。

　首までお湯につかって、ライムがつぶやくように言う。

「エッチ」

「えっ!?」

　ライムの反応に、小樽は新しん鮮せんな感動を味わっていた。

　恥はじらう少女──

（これだよ、これ！　ジィィィィィィィィン……）

　そんなライムと小樽の様子をティーゲルは微笑ほほえましげに見ていた。

（くすぐられるねぇ……これが母性本能っていうやつかい？）

　記憶回路の片かた隅すみにあったその言葉をティーゲルは引っぱり出していた。

　ゆっくりと小樽に近づいていく。

　そのときだ。




　ザクッ！




　山の斜面のほうから雪を踏む音が響き、全員がそちらを見た。

「いっ!?」

「えっ!?」

「なにっ!?」

　斜面に人が立っていた。それも……女だ。

　白い着き物ものを着て、まるで幽ゆう霊れいのようにボーッと立っている。

　そう、それはゲロゲロ温泉の伝説──

「出た！　伝説の女だ！」

　小樽が叫ぶや否いなや、ティーゲルがバスタオルを手に飛び出していた。




　ダッ！




　走りながらバスタオルを身体に巻きつける。

「ティーゲル！」

「伝説の真しん疑ぎ、あたしが確かめてやるよ！　小樽はそこで待ってな！」

　温泉の端からジャンプして谷を飛び越す。




　ザザッ！




　見み事ごとな跳ちよう躍やく。ティーゲルは雪の上に着地した。

「ちっ！」

　ティーゲルが着地したとき、女もまた走り出していた。

「待て！」

　慌ててティーゲルも追うが、雪の中だけにいつものようなスピードを出すことができない。

　相手の女のほうはなにか特別な靴くつでも履はいているのか、軽けい快かいに走っていく。

　それでも離されないところなど、ティーゲルも普通ではなかった。

「おい、ティーゲル！」

　小樽が呼ぶがティーゲルは振り返らない。

　やがて、ティーゲルも伝説の〝女〟も小樽の視界から消えた。

「小樽、ボクも行ってくるね！」

　ライムもまた、バスタオルを巻いただけの格かつ好こうで走り出そうとしていた。

「あ、ちょっと待て、ライム！」

　制せい止しするが、ライムは聞いちゃいない。




　ザザッ！




　ティーゲルと同じように見事に谷の向こうに着地すると、そのままティーゲルの消え去った方向に走っていく。

　ティーゲルの通った跡あとを利用しているのか、ライムの動きはティーゲルよりもさらに速かった。

「おい、ライム！」

「小樽、〝女〟を捕つかまえてくるからねぇ！」

　そのままライムもまた小樽の視し界かいから消えた。

「ったく……ま、あいつらなら心配ねえか」

　改めて温泉につかり直す。

「ふ～……極楽、極楽」

　伸びをして、気分をとことんまで極めようとばかりに目を閉じた。




　チャポン……




　そんなとき、耳に届いたのはなにかがお湯に入る音だ。

「ん？　だれでぇい？」

　ゆっくりと目を開けた、次の瞬間、小樽の顔は驚きよう愕がくに固まっていた。

「あ……あ……」

　小樽の目の前に水着のようなボディスーツを着たマリオネットが立っていた。

　肌は褐かつ色しよくだ。

　だが、小樽を驚愕させたのはそんなことではなかった。

「ラ、ライム!?」

　髪型は少し違ったが、顔はまさにライムと瓜うり二ふたつであった。
















第二章　二人のライム













　　　　１




（だれ……？）

　彼女は漆しつ黒こくの闇やみの中にいた。

　わずかな覚かく醒せい。

　それは自分を呼ぶ声を聞いて。

　人の声。

　男の声。

　温かくやさしい声──

「みんな……オレを信じろ！」




　そして、力強さもある。




「オレを信じろ！」




　信じたい──

　彼女は心の中でつぶやいていた。

　徐じよ々じよに彼女の意い識しきが覚かく醒せいする。

（あれ……？）

　ふと彼女は気がついた。

　自分はまだ闇の中にいるのに、鮮せん明めいな光こう景けいが脳のう裏りに飛び込んでくるのだ。

　人間の顔がある。

　少年……男の顔──

（この人だ……）

　彼女はさっきの言こと葉ばが脳裏に浮かんだ男のものであることを瞬しゆん時じに理解していた。

　目の前で、その少年が大きな胸を持つマリオネットに言い寄られている。

　そのとき──




　ズキンッ……




（あれ……？）

　彼女の胸が痛む。

　それは嫉しつ妬と。

（嫉妬……？）

　彼女の心で少年の顔が大きくなる。




〈小お樽たる……ボクだけの小樽……〉




（あれ……？　今のはボクの言葉……？）

　彼女は少年が小樽という名だと知る。

　それにしても──彼女は思う。

　いったいこれはどういうことなのか？

　まるで自分がもう一人いて、知らないうちにいろいろな体験をしているみたいな。

　知らないうちに恋をして……。

（恋……）

　ふたたび心の中にあの少年──小樽の顔が広がる。

（恋……！）

　彼女はようやく気づいた。

　自分はあの少年が好きなのだ。

　小樽のことが好きなのだ。




〈ボクだけの小樽〉




　さっきの言葉が強きよう烈れつに甦よみがえってくる。

　そう、小樽はボクのもの──心にその想おもいがずんずん浸しん透とうしていく。

（あ……）

　またも小樽の顔が浮かぶ。

　小樽は彼女のほうを見ていた。




「きゃっ！」




　心の中がカーッと熱くなる。

（恥はずかしい……）

　気づいたのだ。自分が裸であることに。

（あれ……？）

　裸──

　でも、ボクはここにいて……。




　ドクン……ドクン……ドクン……




　胸の中の乙女おとめ回かい路ろが脈打ち出す。

　規則正しいその振しん動どうとともに、意識がどんどん覚醒していく。

　そして、小樽への想いがどんどん流れ込んでくる。

（どこから……？）

　ようやく彼女は気づいた。

　そう、自分はシンクロしているのだ。

　小樽の目の前にいるだれかと。




〈ボクだけの小樽〉




　その言葉は強烈に頭の中に刻きざみ込まれた。

（そう、小樽はボクのものだ！）

　ゆっくりと目が開く。

　わずかな光が飛び込んでくる。

（行かなくちゃ……小樽のもとへ！）

　彼女はゆっくりと起き上がった。




　　　　２




　小樽は呆ぼう然ぜんと自分の前に立つマリオネットを見つめていた。

　マリオネット……いや、違う。

（こいつは……）

　一ひと目め見たとき、マリオネットと思い込んでしまった小樽だったが、それは大きな間ま違ちがいであることに気づいた。

　彼女をマリオネットと考えるのは早そう計けいだということ。

　ライムたちから受けるのと同じ感かん覚かく──

　少なくとも普通のマリオネットとは違う。

「あ、あのさ……」

　小樽は彼女に声をかけた。

「…………」

　彼女はじっと小樽の顔を見つめているだけで反応がない。

　小樽もまじまじと目の前の彼女を見つめる。

（ホ、ホントにライムにそっくりだぜ）




　チャポ……




　褐色のその少女は小樽に近づいてくる。

「えっ!?　えっ!?」

　スッと手が伸びて、小樽の顔に触さわった。




　ギュッ！




「いてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　いきなりその手は小樽の頰ほおをつねった。かなりの力だ。

「な、なんでぇ!?」

　小樽は怒おこったように叫ぶが、それには答えず、少女はさらに小樽の顔をペタペタとさわり続ける。なにか感かん触しよくを確かめているかのように。

　やがて両頰を持ち上げるように手を添そえると、小さくつぶやいた。

「小樽……」

「えっ!?　なんでオレの名前を……？」

　驚いた顔の小樽に対し、彼女は初めてニッコリ微笑ほほえんだ。




　ドキッ！




　その笑みはライムからときどき受けるのと同じ、最高に人間臭くさい笑えみだった。

「いったい、おめえは……」

「ボクは……ライム」

「なにぃぃぃぃっ!?」

　衝しよう撃げき的な彼女の自じ己こ紹しよう介かいに、小樽は愕がく然ぜんとなったまま硬こう直ちよくした。

「ライム？」

「そうだよ。ボクはライム」

「うそだろ……」

「キミは小樽。そして、ボクの恋人」

「あ、あん!?」

「ボクたちは愛し合っている。そうだよね」

「ち、ちょっと待て！」

「ボクたちは天下無敵の恋人同士……ね」

「お、おい！」

　いつの間にか褐色のライム──黒ブラツクライムは小樽にふれあうところまで近づいていた。

「えっ!?」

　スッと手が伸びて、黒ライムは小樽に抱きついた。

「あ、おい……!?」

「温かい……」
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「えっ!?」

「ボクはずっとこの感触を求めていたんだ……ずっと……」

　やさしげな表情で黒ライムは小樽の胸に顔を埋うめた。

「あ……」

　ライムに接するときとまったく同じ、愛いとしげな感覚が小樽の中に生まれてくる。

　素す直なおな気持ちで小樽の手は動いていた。

　黒ライムの両肩に手が回り、そこにゆっくり力が込められた。

「…………」

　どのくらいそうしていたのか。

　顔を上げた黒ライムは満面、これ以上ないほどの笑みを浮かべている。

「あ……」

　それを見たとき、小樽の頭の中で血が激しく巡めぐりだした。カーッと頭が一気に熱くなる。

　愛しさがグングングングン高まって──

「…………」

　いつしか小樽は顔を黒ライムに近づけていた。

　黒ライムもゆっくりと目を閉じる。

　二人の唇くちびるは接近し──

　そのときだ。




　ガラッ！




「おおい、小樽クゥ～ン！」

　露天風呂の入口の所でノーテンキな声がする。

　花はな形がただ。

「！」

　花形の接近を知ったとき、黒ライムの反応は早かった。




　ジャボッ！




　一いつ瞬しゆん、邪じや魔まをされたという怒りが顔に出て、次の瞬間には小樽をわきに抱かかえ、跳ちよう躍やくしていた。

「わぁぁぁぁ……」

　黒ライムは旅りよ館かんとは反対側の谷に小樽を抱えたまま、飛び込んでいた。

「あれ、小樽クン？」

　花形が聞いたのは水の音と、短く低い小樽の悲ひ鳴めいだけだった。




　　　　３




　ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザッ！




　雪の中でティーゲルはひたすら前を走る白い服の〝女〟を追っていた。

〝女〟の足は異様に速い。

「クッ……このあたしが……」

　ティーゲルの足をもってしても見失わないのがやっとなのだ。

「わい、わ～い！　ティーゲル！」

「ん!?」

　振り返ると、バスタオル一枚のライムが走ってくる。

「ライム!?」

「来ちゃった」

「しょうがないねぇ……」

　そう言いながらも、ティーゲルは笑っている。

「ライム、あいつを捕つかまえるよ！」

「うん！」

　ティーゲルが腰こしを低くする。

　ティーゲルの意い図とを察さつしたのか、ライムはスピードを上げた。そのままティーゲルの背中めがけて。




　ダッ！




「たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムはティーゲルの背中を踏ふみ台だいに跳ちよう躍やくした。

　そのまま数十メートルを飛び、ライムは一気に〝女〟に迫せまる。




　ジャキッ！




〝女〟が振り返りざま、腕を突き出した。金属音が響ひびく。

「えっ!?」




　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！




「うわぁっ！」

　銃じゆう弾だんを受け、ライムが吹き飛ばされた。

　なんと、女の腕が肘ひじの所で開いて、銃身が現れていた。

「びっくりした！」

　銃弾に飛ばされたライムは雪の中でしりもちをついていた。そこはセイバーマリオネット、銃弾での直接的な被ひ害がいはない。

「大だい丈じよう夫ぶか、ライム」

　ティーゲルがライムのもとに駆かけつけてきた。

〝女〟──いや、もう〝女〟ではない。そいつはふたたび踵きびすを返して、走り出していた。

「伝説の〝女〟っていうのはインチキだったわけだ。あいつはマリオネットだよ。しかも武ぶ装そうしている」

「うううっ、怒ったぞ！」

　ライムが立ち上がった。

「ティーゲル、投げて！」

「えっ!?」

「あいつめがけて、ボクを投げてよ！」

「よしっ！」

　うなずくや否いなや、ティーゲルはライムを担かつぎ上げた。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドヒュッ！




　ライムの身体からだがもの凄すごいスピードで一直線に白い服のマリオネットに飛んでいく。

「待てぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　マリオネットが振り返ったそのとき、ライムは頭から突っ込んでいた。




　ドカァァァァァァァァァァァァァァッ！




　見み事ごと、命めい中ちゆう！

　ライムの頭ず突つきがマリオネットの胸を直ちよく撃げきしていた。

　胸むねを破は壊かいされ、マリオネットは仰あお向むけにひっくり返る。胸から火花を散らし、手足をバタつかせていたが、やがて小さな爆発とともに動きを止めた。

「えへへ、やったぁ！」

　ぶつかった衝撃でライムのバスタオルが落ちていた。が、そんなことはまるで気にしないライムであった。

「よくやったよ、ライム」

　走ってきたティーゲルが壊こわれたマリオネットをのぞき込んだ。

「大したマリオネットじゃないねぇ。こりゃ安物に着き物ものを着せただけだよ。武装もチャチだし……。いったい、これは……」

　そのときだ。

「！」

　ティーゲルは少し離れた所で二つの影が動いたのを見み逃のがさなかった。




　ダッ！




　ティーゲルが跳とんだ。

　空中で大きく一回転して、二つの影の前に降り立つ。

「どこへ行く!?」

「ひっ！」

　ティーゲルににらまれて、二人の男はその場にしりもちをついた。




　　　　４




「おーい、大変だぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　花形が、烏屋旅館の廊ろう下かを焦あせった顔で走っている。

　めずらしくマジな顔つきだ。

「クズ鉄ども大変だぞ！　小樽クンが……小樽クンが……！」

　ようやく部へ屋やの前にたどりつくと、勢いきおいよくドアを開けて叫んだ。




　バタンッ！




「大変だ、小樽クンが！……いっ!?」

　花形の鼻にツーンとにおってくるこれは……酒の臭いだ。

　畳たたみの上には酒瓶びんが何本も転ころがっている。

「あん!?」

　部屋の中にいた浴衣ゆかた姿の四人がいっせいに花形のほうを向いた。

　チェリー、ルクス、ブラッドベリー、パンター……四人とも、目が座すわっていた。

「おまえたち……酔よってるの？」




　ビュンッ！




「ぐわぁぁぁぁっ！」

　空からの酒瓶が飛んできて、花形の顔面を直撃する。

　投げたのはチェリーだ。

「だれが酔ってるって!?　わらしはぜんぜん、ぜんぜ～ん、酔ってないよう！　ほら、酔ってないでひょう」
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　……完かん璧ぺきに酔っ払っている。

　どうやら、チェリーたち、乙女おとめ回かい路ろ付きのマリオネットは、お酒が体内に入ると酔っ払うようにプログラミングされているらしかった。

　しかし、ここまで人間臭いとは──

「おひ、聞いてんの!?」

　チェリーがガクガクと花形の襟えり首くひをつかんで揺ゆすった。

「きゅう……」

　が、残念ながら花形は最初の酒瓶の一撃で、すでに気き絶ぜつした後だった。

「はん」

　チェリーは花形をその場にポイッと捨てると、ふたたび残りの三人のそばに来て、腰を下ろした。

　いつもの楚々とした動作ではない。その場にドカッと腰を下ろして、あぐらをかいている。

「おい、酒！」

「はい～～～～」

　目の前のどんぶりをとって、グイッと差し出すと、ルクスが慌あわててお酒をついだ。

　それをチェリーは一気に飲み干ほす。

「ぷはぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　……ん!?　あによ！　どうしてマスターがいないのよ！　こらっ、ルクス！」

　チェリーの手がむんずとルクスの胸をつかんだ。

「ひぃぃっ！」

「こらっ、ルクス、あんたマスターをどこにやったのよぉん!?」

「あん！　あん！　あん！」

「おらっ、答えんかぁい！」

　日頃のしとやかさはどこへやら。完全に酒しゆ乱らんである、チェリーは。しかも、絡からみ酒。最悪だ。

　それに対してルクスのほうはチェリーのし打ちを甘んじて受けていた。こちらは、なんというか、絡まれ酒とでも言おうか。チェリーにいじめられることで、悲ひ劇げきのヒロインのごとく振ふる舞まっていた。

「ああん、チェリー様、許ゆるしてくださぁ～い」

「けっ、でかいオッパイしやがって！　とっちゃうぞォ」

「ああっ……あたしがかわいいからいじめられるのね！　でも……ルクス、負けない！」

「なにが負けない、だ！　この、このォ！」

「ああん、チェリー様……下はやめてぇん！」

　……なんだかなぁ。

　さて、他の二人はというと──

「きゃはははははははははははははははははははははははっ！　なんだか気持ちいいぜ！　ぎゃははははははははははははははははははっ！」

　こっちがパンター。笑い上じよう戸ごである。

　そいでもって、ブラッドベリーのほうは──

「ひっく、ひっく、ひっく、ひっく……うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえん！　どうせあたしはダメなセイバーマリオネットよぉ！　でも、でも……こんなあたしだってがんばってんのよぉぉぉん！　うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　泣き上戸であった。

「おらおらおらおらおらおらおらおらっ！」

「あんあんあんあんあんあんあんあんっ！」

「きゃははははははははははははははははははははははははっ！」

「ひっく、ひっく、ひっく、ひっく、うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　なんともはや、騒さわがしい宴うたげであった。

　そして、小樽の異変を伝える花形は──

「きゅう……」

　まだ気絶していた。




　　　　５




「あれ……ここは……？」

　ハッと目を覚さまして、小樽はあたりを見回した。

　暗い。

　あの黒ライムの姿もない。

「オレは……」

　ここに連れて来られるまで、小樽は意い識しきを失うしなっていたらしい。よくよく意識を失う日である。

「あ……？」

　そういえば、裸だったはずなのに──と思って身体を見ると、なんと服を着ている。しかも、それはあの黒ライムが着ていたボディスーツとまったく同じものだ。

「起きた？」

「えっ!?」




　パッ！　パッ！　パッ……




　いっせいに天てん井じようのライトがつく。

「うわっ！」

　突然の強い光に、小樽は思わず顔を覆おおった。

　やがて、光に目を慣ならしながら、ゆっくりと開ける。

「あ……」

　目の前に黒ライムが立っていた。

　しかも、笑っている。

「あはは」

「えっと……キミは……」

「だから、ボクはライムだって！　ね、小樽！」

「ちょっと待ってくれ！」

　小樽は大きな声で褐色のマリオネットの言葉を遮さえぎった。

　あたりを見回すと、いくつかの機械と、カプセルが並んでいる。壁かべは地じ肌はだが露ろ出しゆつしたままだ。

（なんだ、ここは……!?）

　どこかの洞どう窟くつらしい。

（あれは……!?）

　並ぶカプセルに小樽は見み覚おぼえがあった。

　そう、それはライムやチェリーが入っていたカプセルと同じだ。

（やっぱり、この娘もライムたちと同じ!?　でも、なんでオレの名前を知っている？　しかも、自分のことをライムだなんて……）

「小樽ぅ！」

　ふたたび小樽の視界を褐色のライムの顔が占しめた。

「小樽、大好き！」

「あ、あのな……なんでキミ、オレの名前を知っている？」

「それはボクがライムだから！」

「ライム……本当にライムなのか？」

「うん」

「でもな……オレは別にライムってヤツ、知ってるぞ」

　そう小樽が言ったときだった。

　みるみる黒ライムの顔が怒ったような表情に変わる。

「違う！　ライムはボクだけ！」

「おい？」

「ライムはこの世界でボクだけなの！　そして、この世界で小樽はボクだけのものなの！」

　激しい口調に小樽は啞あ然ぜんとなった。

（なんだ……？）

　そこにはさっきまでのやさしさは微み塵じんもない。殺さつ気きすら感じさせる。

「ボク以外の者が小樽のことを好きだなんて許せない！」

「お、おい！」

「小樽もボクだけを見て！　ね、ね！」

　黒ライムはいきなり抱きついてきた。

「あ……！」

　肌の温かさが小樽に伝わってくる。

（やっぱり……）

　もう間違いない。彼女は乙女回路付きのマリオネットだ。七番目の。

「小樽……」

　黒ライムは潤うるんだ目をして、小樽の顔に自分の顔を近づけてきた。

「えっ？」

「小樽ぅ……」

　そのまま強引に小樽の唇を奪うばう。

「あ……」

「…………」

　長いキス──

　小樽は抵てい抗こうしなかった。いや、できなかった。

　その甘かん美びで、どこか妖あやしい魅み力りよくに囚とらわれて、全身に力が入らなかったのだ。

「小樽……ボクだけの小樽……」

　黒ライムは唇を離し、自分の顔を小樽の顔にこすりつけてくる。小樽という存在を楽しむかのように。

「ボク……小樽のものになる……。そして、小樽はボクのものに……」

　黒ライムが自分のボディスーツの胸のところをさわった。




　カチッ……




　小さな音がして、スルリとボディスーツが脱げた。

「いっ!?」

　素っ裸の黒ライムが小樽にさらに身体を密みつ着ちやくさせた。

「お、おい！」

「ボクは小樽のもの……小樽はボクのもの……」

　黒ライムが小樽の胸の部分をさわると、こちらもボディスーツがスルリと身体から落ちた。

「ち、ちょっと待て！」

「小樽ぅ……」

　裸で抱き合った状態で、黒ライムはふたたび小樽の唇を吸った。

「う……」

「ああ……」

　黒ライムが短く悦よろこびの声を出す。

　哀かなしいかな、男の身体。小樽の身体は黒ライムのそうしたしぐさにいちいち反応してしまっていた。

「小樽ぅ！」

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽、別の意味での大ピンチ！

　果たして、小樽の身体は黒ライムによって征せい服ふくされてしまうのか!?
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　酒瓶でほとんど床が埋うめ尽つくされている。

　鳥屋旅館の小樽たちの部屋だ。

　そして、酒瓶の真ん中には四人のマリオネットの姿──

　この大量の空の酒瓶を作り出した張ちよう本ほん人にんたちだ。

　どの顔も酒の飲み過ぎで気分悪そう……と思いきや、さにあらず。

　全員、晴はれ晴ばれとして顔をしている。

　というのも、実際彼女たちは人間のようにお酒が身体に作用して酔っ払っていたわけではないからだ。アルコールが身体に入ったとき、乙女回路が反応して、酔っ払ったようになるというプログラムを発動しただけである。

　アルコールが切れればすぐ元に戻るのだ。

「もう、迷めい惑わくなプログラムね！」

「まあそう言うもんじゃないよ、チェリー。人間らしくていいじゃないか」

「オレもそう思うぜ！　たまにハメを外はずすのも楽しいもんさ」

「でも、あんな醜しゆう態たい、小樽様に見られなくてよかった」

　ルクスが心しん底そこホッとした顔で言った。

「あ、でも……酔っ払ったふりをして小樽様に迫せまるっていう手も……」

「ああっ、その手があったねぇ！　酒を飲んだ上での過あやまち……っていうんなら、小樽だってすんなりあたしのことを受け入れてくれるかも！　なんせ、いつもはお硬かたいカタブツだからねぇ」

「ルクス！　ブラッドベリー！」

　チェリーが怖こわい顔で二人を見る。

「マスターにそういうことしたら許さないわよ！」

「チェリーさん、怖い」

「やだね、嫉妬かい？　チェリーって意外に独占欲強いもんな」

「えっ!?」

　ブラッドベリーに思わぬ言葉でつっこまれ、チェリーはドキッとした表情になった。

「独占欲……」

「そうさ。独占欲さ」

「な、なによ！　それならあなたのほうが強いじゃないの、ブラッドベリー！　前にマスターと無む理り矢や理り駆け落ちしようとしたでしょ！」

「そうだっけ」

「そう！」

「でも……やっぱり小樽様を自分だけのものにしたいという気持ちは全員にありますわ」




　シーン……




　思わず、その場にいた全員が静かになってしまった。

　確信を突かれたようで、言葉に詰つまってしまったのだ。

「オレもあるぜ」

　沈ちん黙もくを破やぶったのはパンターだった。

「あいつをオレだけのものにしたいっていう気持ちはいつもある！　その……なんだ。そう思って……夜、寝られなくなったことも……」

「えっ!?」

　意外……という表情で他の三人はパンターを見た。

「な、なんだよ！　笑うなよ！」

「あ、そうじゃなくて……私もあるから……」

「えっ!?」

「私も……」

「あたしも……」

　温泉での女だけの会話というのがそうさせるのか、四人は素直に自分の気持ちを告白していた。




　シーン……




　ふたたび沈黙がその場を支配する。

「私は……」

　今度はチェリーが口を開いた。

「マスターが他のマリオネットと仲良くしていると、胸がチクッと痛むの。そのとき思うのよ。ああ、やっぱり私、この人のことが大好きなんだって！」

「ああ……」

「でも、だからって『マスター、ひどい』なんて言えないでしょ！　だってマスターは私だけのものじゃないんだし！　マスターはみんなにやさしいし……」

「小樽のヤツ、優ゆう柔じゆう不ふ断だんだもんな！」

　ブラッドベリーがあきらめたような口調で言った。

「結けつ構こう雰ふん囲い気きに流されやすいし」

　ルクスも続ける。

「八はつ方ぽう美び人じんなんだよ！　みんなにいい顔する！」

　とパンター。

「でも……」

　全員の言葉を受けて、チェリーが言った。

「でも好きなのよね」




　シーン……




　三度目の沈黙。

　直後、その沈黙を崩くずしたのはブラッドベリーだった。

「ちぇっ、あたしのことだけを好きになってくれれば、なんだってしてやるのに！」

「オレだってそうさ！　あいつのしたいことはなんだってしてやるし、あいつの欲しいもんはなんだってとってきてやる！」

　パンターが受けて、思わず大きな声を出す。

「あたしだったら、小樽を国の王にしてやるよ！」

「オレだったら世界征服だって！」

　思わぬ言い合いを止めたのはルクスだ。

「私は……小樽様になんでもしてあげたいと思う。でも、小樽様にも私のためにしてほしいって望んでしまうの……。そうじゃないの、みんなは？」

「あ……」

　いきり立っていたブラッドベリーとパンターが愕がく然ぜんとして言い争そうのをやめた。

「そうよ……」

　ポツリとチェリーが言った。

「愛しているから愛されたい」

　愛とは一方通行なものだけではないのだ。

　愛を与えたいという欲求と、愛をもらいたいという欲求が同時にある。愛は二人ではぐくむもの。相手と自分、対たい等とうな立場でなくて、どうして至し高こうの幸福にたどりつくことができようか。

「マスター……」

　チェリーのつぶやきに引きずられたように他の三人も口々につぶやく。

「小樽様……」

「小樽……」

「小樽ぅ……」

　このとき、全員が小樽に自分を選んでもらいたいと真剣に思っていた。小樽の性格からして、全員とうまいこと付き合うなんてことができるわけがない。第一、そこまで器き用ようでもない。

（選ばれなかったときは……）

　小樽がもし自分以外の者を選んだとき、自分はどうなってしまうのか──そのことを考えるとつらい。

　ここに来るとき、小樽が本物の〝女〟に逢あえるかもしれないという喜びを全身で表現していたときの恐怖感──自分は用よう無なしになってしまうのか、という恐怖感。それは人間でなく、マリオネットという機械であるが故、人間が考える以上の恐怖だ。そんな恐怖というものを感じさせてしまう乙女回路という代しろ物もの。果たして、それを持つことは本当にマリオネットにとって幸福なことなのか。

　チェリーは大きく首を振った。

（ううん、幸福なのよ！　だって、人を愛する喜びを知ることができた！）

　けれど中ちゆう途と半はん端ばなのは間違いない。

「私……人間の〝女〟になりたい」

　不可能とはわかっていても、チェリーは言わずにはいられなかった。

　ブラッドベリーも、パンターも、ルクスも……このとき、チェリーの気持ちが痛いほどわかった。

「人間だったら……」




　シーン……




　四度目の沈黙を破ったのは無ぶ粋すいな男の声だった。

「う、う～ん……」

　ようやく気絶していた花形が目を覚ましたのだ。

　四人のマリオネットは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔になる。せっかくの純粋で真剣な想いが汚けがされたような気がしたのだ。

「はっ!?　ここは……!?」

　花形が騒ぎ出すが四人は無視した。

　が、それはほんの一瞬のことになる。

「そうだ！　こうしちゃいられない！　小樽クンがいなくなっちゃったんだから！」

「なぁにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　次の瞬間、花形は四人のマリオネットに囲まれていた。

「わ、怖い！」

「いいから！　小樽がどうしたって!?」

「早く答えろ！」

「それが、いなくなっちゃったんだよ。展望露天風呂に確かにいたのに……。最後に小樽クンの悲鳴のようなものが……」

「小樽！」

「マスター！」

　全員が花形を突き飛ばして駆け出した。




　バキッ！




　ドアを開けるのももどかしく、蹴け破やぶって、廊ろう下かを猛もうスピードで駆けていく。

「うわぁぁぁぁぁ……！」

　突き飛ばされ花形のほうはバランスを崩し、その場に倒れ込む。




　ゴチッ！




「はぐっ……」

　倒れたところにちょうど酒瓶があり、花形はまたしても気を失った。

　ご愁しゆう傷しよう様さま……。
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　雪の中に立つバスタオルだけの裸の乙女が二人。その前にひざまずく防ぼう寒かん具ぐの男が二人。

　なんとも異様な光景だ。

　男は鳥屋旅館の主人と、その廚ちゆう房ぼうに訪たずねて来ていた近所の旅館の主人だった。

「これはどういうことだい!?」

　ティーゲルが冷たい声で言った。

「ひっ！」

　男たちは怯おびえたような声を出す。

　本来、人間がマリオネットに脅おどされるというこの事じ態たいを男たちは異常なことと捉とらえるべきなのかもしれない。が、このときの男たちは完全にティーゲルの迫はく力りよくに吞のまれていた。

　考えてみれば、ゲルマニアの総統親衛隊員だったティーゲルに普通の男が対抗できるわけがないのだが。




　ドサッ！




　ティーゲルはかついできたあの白い服のマリオネットの残ざん骸がいを二人の前に投げ捨てた。

「こいつは銃であたしたちを撃うってきた。事と次し第だいによっちゃ、許さんぞ！」

「へ、へへっ！」

　男たちは思わずその場に土ど下げ座ざする。

「違うんです、違うんです！　そちらさんを撃ったのは、勝手にマリオネットが反応してしまっただけで……決して危害を加えようと思ったわけでは……」

「こいつが最近目撃されているという伝説の〝女〟だったわけだな」

「さ、さようで」

「客寄せか」

「そ、そのとおりです」

「あの伝説とやらも噓うそか」

「い、いえ、あれは本当にこのゲロゲロ地方に伝わっている伝説で……手前どもは、最近の不況時、なにか話題になることがあればとそれを利用しただけで……」

　つまり、伝説にかこつけて、ゲロゲロ温泉郷の旅館が結けつ託たくして、マリオネットを改造して伝説の〝女〟を作り出したというわけである。それを観光客に見せることによって、口寄せで新たな客を獲得しようとしたのだという。ここのところの戦せん乱らんの機き運うんで、シーズンが来ても温泉に来る者が激げき減げんしたためであった。

「まったく……」

　ティーゲルは大きくタメ息をついた。

「紛まぎらわしいことしやがって！」

「す、すんません」

「まあ、おまえたちがなにをやろうと勝手だが……あたしらを攻撃したことは許さない！」

「へへぇ」

「宿泊費はタダにしろよな」

「そりゃもちろん」

　意外に抜け目のないティーゲルであった。

　横からライムが口を挟はさむ。

「ね、ね、他に伝説の〝女〟はいないの？」

「あ、はい……これ一体だけです」

「よかった……」

　ライムが大きくうなずいて、笑みを浮かべた。

　ライムには〝本物の女〟のことを語っているときの小樽の喜びの表情が引っかかっていたのだ。マリオネットとしては失格かもしれない。主人の喜びが消滅したことを喜んでしまうなんて。けれど、女の子としては、あたりまえの行こう為いかもしれない。

「さて、ライム、小樽のところに戻るか」

「うん」

　そのときだ。

「……あれ？」

　小樽のことを考えたとき、なにか強烈な感情がライムの乙女回路に飛び込んできたのだ。




〈小樽好き……小樽好き……小樽好き……小樽、愛してる〉




「えっ？」

　呆ぼう然ぜんとライムは立ち尽くした。

　強きよう烈れつな想いはさらに続く。




〈ボクは小樽のもの……小樽はボクだけのもの……〉




「なに、これ？」

　愕然とライムは声を出していた。

　ライムの態度の異変にティーゲルも怪け訝げんな表情をする。

「ライム？」

　反応はない。




〈小樽はボクだけのもの！〉




　思わず、ライムも声に出していた。

「小樽はボクだけのもの」

「ライム？」

「だれ、キミ？　小樽、そこにいるの？」

「ライム!?」




　ザッ！




　いきなりライムが走り出した。

「ライム！」

　慌あわててティーゲルもあとを追った。




　　　　８




「小樽……」

「わ、わ、わ、わ、わ……」

　洞窟での、別の意味での小樽のピンチはなおも続いていた。

「小樽……」

　黒ライムは悩なやましげに小樽に肌を寄せてくる。

　その肢し体たいを目にしたとき、小樽のノドは大きくなった。




　ゴクリ……




　小樽の心の中で〝男〟が暴ぼう走そうしかかっていた。

（このままこいつと……据すえ膳ぜん食わねば男の恥はじという言葉もあるし……）

　悪魔のささやき。

　しかし、天使はまだいる！

（いいのか、こういう成り行きでエッチしてしまって！　小樽、早まるな！　みんなに悪いとは思わないのか！）

「うう……」

　わずかに小樽の中で力が甦よみがえる。

　思い切って目の前の黒ライムを突き飛ばし、この場を脱出……。

　が──

「小樽ぅ……」

　黒ライムの顔が小樽の胸をペロリとなめた。

「おお……」

　身体に電気が走ったようになって、小樽の力はふたたび失われた。

（快楽に身をまかせちまえ！　小樽、それが男ってもんだぜ！）

　ふたたび悪魔のささやき。

　一瞬、小樽もその気になりかけた。ここでやめちまったら、目の前の娘にも失礼だ、と。

　だが、天使も負けていなかった。

（小樽、おめえは自分で自分の敗北を認めるのか!?　あの風呂場でのチェリーのときだって必死に耐えたおめえじゃねぇか！　ここで敗北を認めてしまっていいのか!?）

「うう……だめだぁっ！」

　小樽は叫ぶと、黒ライムのもとから飛び退のいた。

「小樽!?」

「わ、悪いけど、オレにゃ、その気はないんでぇい！　いきなり逢ったヤツとこうなっちまうなんてよォ！」

「違うよ」

　黒ライムは少し哀かなしそうな表情になった。

「いきなり逢ったわけじゃない」

「けど、オレはおめえさんのこと……だいたいライムって名前は……」

「ボクはいつも小樽の横にいた」

「えっ!?」

「ボクはその記憶を……その気持ちをみんな持ってる」

　真しん摯しな瞳ひとみで黒ライムが小樽を見る。

　噓をついている目ではなかった。

「おまえさん……ライムのなんだ!?」

　愕然とした口調で小樽が言った。

「ボクはライム」

　答えはただそれだけ。

「…………」

　小樽は奇き妙みような気持ちを味わっていた。

　確かに性格的には大だい胆たんなところもある。だが、確かに彼女の言うとおり、ライムだと思えてしまうときもあるのだ。

（こいつはいったい……）

　そのときだ。

「いた、小樽ぅ！」

「いっ!?」

　黒ライムの背後からバスタオルをまいたライムが走ってくる。

　走ってくる途中でバスタオルがハラリと落ちて、ライムは素っ裸で小樽に抱きついた。

「小樽ぅ！」

「ラ、ライム!?」

「えへへ、小樽がここにいることはすぐわかったよ！　なんか、ずっとさっきから小樽に抱きついてたような気がしたんだ」

「えっ!?」

　ライムの言葉に、小樽は改めて黒ライムを見た。

　言っている意味は同じ──二人は同じ感覚を共有している？

「あ……」

　よく見ると、黒ライムはブルブルと震ふるえていた。

　顔に表れた感情、それは怒りだ。

「小樽はボクだけのものだ！」

　黒ライムも小樽に飛びつく。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽はその場に倒れていた。

　そこにすかさずライムと黒ライムが抱きついてくる。

「小樽！」

「小樽！」

「小樽はボクだけのもの！」

「ボクだって小樽のこと、好きだよ！」

　ライムに比べ、黒ライムのほうはずっと強ごう引いんだった。表情もライムより黒ライムのほうが硬かたい。

　そのとき、外から声が響ひびいてくる。




「おい、本当にこっちでいいのか？」

「マスターの生体反応は間違いなくこっちです！」

「しかし、温泉の下にこんな洞窟があるとはな……」

「あれ、ティーゲル？」

「おまえたち!?」

「なんでこんなところに？」

「いや、ライムを追って来たんだけど……」

「ライムを？」




　ガタンッ！




　音が響き、扉とびらが開く。

　チェリー、ティーゲル、パンター、ルクス、ブラッドベリーの五人が入ってきた。

　が、入ってきた途と端たん、五人は口をあんぐりと開いたまま、その場で固まってしまう。

「マ、マスター……」

　かろうじてチェリーが声を出した。

　そりゃそうだ。五人の前で展開されていた光景は、素っ裸の小樽とライムと褐かつ色しよくのライムの抱き合う姿だったのだから。大人の言葉で言えば３Ｐ。

「あ、あ、あ……」

「おまえたち……？」

「あれ？」

　その場にいた全員は、一瞬、時が止まったように呆ぼう然ぜんと見つめ合っていた。
















第三章　ボクだけの小樽













　　　　１




　冷たぁぁい空気があたりを覆おおう。

　裸の小お樽たると裸のライムと裸の黒ブラツクライムと呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす五人のマリオネット。

　小樽の表情は、浮うわ気き現場に踏ふみ込こまれた恋人のそれだ。

「あのな、みんな……」

　ハッと気づいて小樽がなにかを言おうとしたときだった。

「不ふ潔けつよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　チェリーの怒ど声せいが響ひびく。

「マスター、ひどい、ひどい！　不潔ですぅ！」

　チェリーの叫びが引き金になったように、他のマリオネットたちもいっせいに反応していた。

「おまえら、小樽から離れろ！」

「ライムさん、抜ぬけ駆がけはずるいですわ！」

「小樽ぅ！　そんな胸むねのないやつらで初体験するくらいなら、絶対にオレのほうがいいって！　な、この胸、この腰こし！　損そんはさせないよ！」
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　興こう奮ふんして叫ぶ四人に対し、ただ一人、ティーゲルだけは事の異い常じようさを冷静に認識していた。

（ライムが二人いる……？）

　ライムと黒ライム──裸になってしまえば、まさに区別は肌の色だけでしかない。

　そして、ティーゲルは黒ライムの顔に憎悪の感情が浮うかんだのを見み逃のがさなかった。

「小樽はボクだけのもの！」

　いきなり黒ライムはライムを突き飛ばして立ち上がった。

「きゃん！」

　ガシッとそのまま小樽を抱えて走り出す。

「あ、待て！」

「マスター！」

「ライム……あれ、ライムはこっちにいるし……あいつは!?」

　ようやくライムが二人いることに気づいた面めん々めんだったが、反応は遅おそい。

　ティーゲルだけが間かん髪はつ入れず黒ライムを追うことができた。

「待て！　小樽を放せ！」

「小樽はボクのもの！」

「おいっ、ちょっと待て！」

　怒声飛び交う中、黒ライムは出入り口横の壁かべにあった制せい御ぎよパネルの中央に手を触れる。彼女の意志は部屋中の装置に伝わり、ブーンと低い音とともにカプセルが開いた。

「なにっ!?」




　ザシュツ！




　追いかけてきたティーゲルに対し、カプセルを飛び出したなにかがぶつかってきた。

「ちっ！」

　大きく後方に跳ちよう躍やくして、ティーゲルはその一いち撃げきをかわす。

「あっ!?」

　ティーゲルが、そして駆け付けてきたブラッドベリーが思わず声をあげた。

　ティーゲルの前に構えをとって立っていたのは、褐かつ色しよくの肌はだのブラッドベリーだった。

「あたし!?」

　彼女だけではない。

　部屋にあったカプセルが次々と開き、マリオネットが飛び出してくる。

「げげっ!?」

「なんなの!?」

　チェリーたちの驚おどろきの声が響く。

　彼女たちの前に立ちはだかったのは、褐色の肌のチェリーであり、褐色の肌のルクスであり、褐色の肌のパンターであり、褐色の肌のティーゲルだった。

　オリジナルとの違いは肌の色と、その銀色のボディスーツだけだ。

「みんな、あいつらを倒して！」

　黒ライムはそう叫ぶと、そのまま小樽を抱えて部屋を飛び出した。

「あ、小樽！」

「ライム、追うんだ！」

　ティーゲルが叫ぶ。

　が、ティーゲルの声よりも早く、ライムの身体は動いていた。

「こらっ、小樽を返せ！」

　ライムの姿も出入口の向こうに消えた。




　　　　２




　黒いセイバーマリオネットたちはそれぞれ動き出していた。

「マスター！」

　構かまわず、チェリーはライムのあとを追おうとする。

　が──




　ザッ！　ガンッ！




「きゃっ！」

　黒ブラツクチェリーがチェリーに体当たりをする。

　転がりながらもチェリーはすぐに飛び起きた。

「やったわね！」

　チェリーはダッシュし、黒チェリーめがけて、腕うでを突き出した。

　このとき、チェリーの掌てのひらの人工皮膚がわずかに開いて、微び細さいな孔あなをあらわにしている。相手に掌しよう底ていが触れた瞬間、ここから高圧の電流を放つのだ。パワーで劣おとるチェリーが強力なセイバーと互ご角かく以上に戦えるのはこの機能があるためだ。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　だが、黒チェリーも同じく掌底を突き出してくる。

「えっ!?」

　掌底と掌底がぶつかり合い──




　シュヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァッ！




「きゃぁっ！」

「！」

　高圧電流と高圧電流がぶつかって、凄すさまじいスパークがまき起こり、二人のチェリーは弾はじき飛ばされた。

　黒チェリーもチェリーとまったく同じ機能を掌に持っていたのである。

　互角な戦いを繰り広げていたのはチェリーと黒チェリーだけではなかった。ブラッドベリーと黒ブラッドベリー、ティーゲルと黒ティーゲル、ルクスと黒ルクス、パンターと黒パンター──すべてのセイバーマリオネットたちが苦戦を強いられていた。相手の動きが自分と寸分変わらないためだ。




「ちいっ、なんだこいつら！」




　ガシッ！




　ブラッドベリーと黒ブラッドベリーが手をつかみ合って、力比くらべに入った。




　ギギギギギギギ……




　だが、パワーもその動きもまるで変わらない。

「くそっ！」

　そのままの態勢からブラッドベリーは強引に膝ひざ蹴げりを放つ。

　が、なんということか!?　まったく同じタイミングで黒ブラッドベリーも膝蹴りを放ってきたのだ。




　ガキィィィン！




「くっ!?」

　膝蹴りの衝撃から両者は大きく飛び離れた。なんせ、膝蹴りといっても、セイバーマリオネットの膝蹴りだ。厚さ五〇センチのコンクリートも軽く破は壊かいするほどの威い力りよくがある。

「考えてることまで一いつ緒しよかよ！」

　ブラッドベリーは吐き捨てるように叫んだ。




　ティーゲル、パンターも力技での攻こう防ぼうだった。

「パンター、やつらの力とこちらは互角！　ならば、コンビネーションで差をつける！」

「わかったぜ、ティーゲル！」

　二人は長年ファウストのもとで親衛隊員としてコンビを組んで来たのだ。あうんの呼吸で、お互いの動きが完全に理解できる。

「行くよ！」




　ダッ！




　ティーゲルは叫ぶや否いなや、一気に黒ティーゲル、黒パンターに向かって走る。

　相手が身み構がまえた瞬しゆん間かん──

「はっ！」

　ティーゲルがスピードを落とさず、そのままスライディングで足あし許もとに突っ込んだ。

　このとき、わずかなタイムラグでパンターが上空に飛んでいた。

　ティーゲルの足技をかわし、上空に飛んだとき、パンターがケリをつける。そういう算段だった。

　だが──




　ガキィィィィン！




「なにっ!?」

　黒ティーゲルは逃げなかった。

　ティーゲルの突っ込みに腰を低くして同じくスライディングで受け止める。

　その黒ティーゲルの頭をタイミングよく飛んで、黒パンターが上空のパンターに迫せまっていた。




　ガシィッ！




　上空でパンターと黒パンターの拳こぶしがぶつかり合い、両者は大きく飛ばされた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　床では、先にスライディングに入ったティーゲルのほうに歩ぶがあったか、黒ティーゲルの右足が大きく吹き飛ばされる。

　が、黒ティーゲルもそのままでは終わらなかった。

　右足を犠ぎ牲せいにし、ティーゲルの左足を抱え込んだのだ。

「しまった！」




　バキィィィィィィィィッ！




「クッ！」

　いやな音がして、ティーゲルの左足がもぎり取られた。

　もちろんマリオネットであるため、痛みはない。

　が、心に衝しよう撃げきはあった。相手に完全に自分たちの動きを読まれていたという衝撃が。

「ちっ！」

「…………」

　両者はいったん、距離をとってふたたび対たい峙じした。

　ティーゲルの表情は冴さえない。

「あたしらの動きは完全に読まれてた……」

「くそっ！　鏡かがみとやってるみたいだぜ！」

　人間でいう、冷たい汗が流れていく感覚を二人は味わっていた。




　ルクスは黒ルクスと対峙しながら、全員の戦いを分析していた。

（……まったく互角。しかも、動きはまるで同じ……）

　見れば、目の前の黒ルクスも自分を見ながら、他の者の戦いを分析しているようだ。

（どういうこと、これ？　ティーゲルとパンターのコンビネーションもあいつらには通用しなかった。それはまったく同じように動かれてしまったから……。そして、目の前の彼女の動き……）

　ルクスは動かない。そして、黒ルクスも動かなかった。

（私と同じ動き……）

　ティーゲル、パンターと黒ティーゲル、黒パンターの戦い──ルクスには黒ティーゲルと黒パンターがティーゲル、パンターと同じようにコンビネーションに長たけているとはどうしても思えなかった。しかし、見事なコンビネーションでティーゲル、パンターに対たい抗こうしたのも事実だ。

　そして、目の前の黒ルクスの態たい度ど──

（同じ……私と……）

　そう、それはパンターの言うとおり鏡だ。

「心が共鳴してる……!?」

　考えられることはただ一つ。黒いセイバーマリオネットたちは、オリジナルのセイバーマリオネットたちの意識に共鳴し、まったく同じ行動をとってしまうということだ。これならば黒ティーゲルと黒パンターが同じコンビネーション技を繰り出してきたことにも説明がつく。

「これじゃあ千せん日にち手てだわ！　どこまでいっても勝しよう負ぶがつかない！」

　将しよう棋ぎにおいて、勝負が煮に詰つまり、双そう方ほうともに同じ手を繰り返す以外仕し方かたがなくなってしまうことがある。これを千日手と呼び、絶対につかない勝負のことをいう。
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　セイバーマリオネットたちと黒いセイバーマリオネットたちの戦いはまさにその状態になっていた。

（なにか、なにかあるはずよ……彼女たちと私たちの差が……）

　ルクスは険けわしい表情で相手を見つめた。




　　　　３




　ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダッ！




　暗い廊ろう下かを黒ライムが小樽を抱えたまま走っていく。

「お、おい、待て！　止まってくれ！」

「やだっ！」

　小樽がなにを言おうが黒ライムは聞き入れなかった。

「待てぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　背後からライムの声が聞こえてくる。

　黒ライムのほぼ一○メートル後ろをライムは走っていた。

　黒ライムが小樽を抱えているためか、黒ライムとライムの間は徐じよ々じよにだが縮ちぢまりつつあった。

「クッ……」

　黒ライムが振り返って、険けわしい表情でライムを見た。

「小樽はボクのものだ！」

「ボクだって小樽が好きだよ！」

「やだっ！　小樽はボクだけのものなんだ！」

　走る道はだんだんと坂になっていく。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　スピードがどんどん増していき、小樽は思わず悲鳴を上げた。

　坂が終わると今度は、終点が見えないほどの凄まじく長い螺ら旋せん階かい段だんだ。

　黒ライムはそこを駆け下りていった。




　ダン、ダン、ダン、ダン、ダン、ダン！




　階段の金属音を響かせ、ライムも追っていく。

「小樽を返せッ！」

　ついにライムが黒ライムにあと一メートルほど迫った。

「たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ダッ！




　意を決したようにライムが黒ライムにタックルする。

　が、それを察さつしたのか、黒ライムのほうはタックルをかわして、なんと螺旋階段の中央のなにもない空間に飛び出していた。




　シュォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　前よりもさらに大きい小樽の悲鳴が起こった。

　重力に逆らわずの垂すい直ちよく落らつ下か──

　スピードはグングン増している。




　ドカッ！




　小樽を抱きかかえたまま、黒ライムは両足で着地した。

　バキバキッと床にヒビが走る。

　足許は二〇センチものめり込んでいた。

「うう……」

　凄まじい振動が小樽の身体にも響いていた。なんとか耐えたが、首がむち打ちになりそうだった。

「えへへ」

　目を開けると黒ライムの笑顔が飛び込んでくる。ライムや他のセイバーマリオネットたちには憎悪の目を向ける黒ライムも、小樽に対してはいつも従じゆう順じゆんな笑みを向けていた。

「ふぅ……生きてる」

　小樽が安あん堵どの息を吐いたときだ。

「小樽ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

「えっ!?」

　声が聞こえ、小樽は上を見る。

　素っ裸のライムが降ふってきた。

「ライム！」

「小樽ぅ！」

「ふん！」

　黒ライムがキッとライムを見た。

　黒ライムはすかさず壁にあったなにかのパネルを引きはがす。それをそのままライムめがけて投げつけた。




　ドガッ！




「うわん！」

　見事命中し、ライムはバランスを崩くずし、床に落下した。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




「ライム！」

　小樽が愕然とそちらを見る。

　ライムの身体は床に叩きつけられ、大きくバウンドして、また床に落ちた。

　そのまま動かない。

「小樽、行こう」

　黒ライムがなにごともなかったように小樽に声をかけるが、黒ライムのほうを向いた小樽は怒りの形ぎよう相そうだった。

「なんてことをするんだ！」

　黒ライムは一瞬、啞あ然ぜんとした表情になる。

　それはなぜ自分が怒られるのかわからない、といった表情だった。

「小樽……なに怒ってるの？」

「怒るさ！　おまえはライムにひどいことをやった！」

「ライムはボクだもん！」

「そうじゃない。あっちもライムだ！　オレにとって大切な〝女〟だ！　おまえはそれを……えっ!?」

　小樽の叫ぶのをやめて、驚いたように黒ライムの顔を見た。

　黒ライムの瞳から涙が流れていた。

　マリオネットの涙──

「小樽、ボクのこと嫌いなの？」

「えっ!?」

「ボクがライムなのに……小樽はライムのことが嫌いなの？」

「そうじゃねえけど……おまえはちょっとやりすぎ……」

「いやだ！　小樽はボクのこと嫌いになっちゃいやだ！　小樽はボクだけの小樽なんだ！」

「あ……」

　涙が小樽の気持ちを戸と惑まどわせていた。

　目の前にいるのはライムではない。自分のライムは今、床に激突したほうだ。

　けれど、目の前の褐色のライムから受ける感覚は、紛まぎれもなくライムのそれだ。

　そして、泣いている黒ライムは、小樽にとって、どうしようもなく愛いとしく思えてしまうのだ。




　ガシャ……




　背はい後ごからの音に、小樽の感かん傷しよう的てきな気分が吹き飛んだ。

「ライム！」

　背後でライムが起き上がっていた。

　人じん工こう皮ひ膚ふが破やぶれ、腕うでや肩かたの金属が見えてしまっているが、無ぶ事じだ。

「えへへ、小樽！」

「ライム！」

　小樽はすぐにライムのもとに駆かけつけようとした。

　が──




　ガシッ！




「いっ!?」

　黒ライムが背後から小樽の腕をつかんでいた。

「小樽はボクだけのもの！」

「お、おい！」

「小樽はボクの！」

　そのまま黒ライムは強引に小樽の身体からだを持ち上げる。

「うわっ、や、やめろ！」

　黒ライムはまたも走り出した。

「小樽ぅ！」

　ライムも起き上がる。

　どうやら手足はちゃんと動くようだ。

「小樽ぅ！」

　ライムもまた黒ライムを追って走り出した。

　黒ライムとライムが走る先に、大きな扉とびらが見えてくる。

「なんだ!?」




　ガコンッ！




　黒ライムがその前に走り込んできたとき、音がして、扉が両端に開いた。

　黒ライムはその中に駆け込んでいく。

「ああっ、これは！」

　そこはとてつもなく広い部屋だった。

　そして、部屋一面にカプセルが並んでいた。上の部屋にもあったセイバーマリオネットが眠っているカプセル──

「こいつはいったい……？　ええっ!?」

　万を超す数のカプセル──その中に眠っているのは、すべてライムの顔をしていた。




　　　　４




　ガシッ！　ガシィィィン！




　セイバーマリオネット対黒いセイバーマリオネットの戦いはまだ続いていた。

　いずれも勝負はついていない。

「まったく、やりづらいったらありゃしない！」

「いいかげんにしろよ、おまえら！」

「クッ……」

　チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、パンター──だれもが焦あせりを感じていた。戦っても戦っても相手は自分と同じ動きをするのだ。おまけに、連つれ去さられた小樽のことも気になる。

　ただ一人、ルクスだけが戦いをじっと見守っていた。ルクスの相手となる黒ルクスも同じように自分から動く気配はない。

（あいつら、さっきから喋しやべろうとしない……）

　実際、服ふく装そうや髪かみ型がたなどをのぞけば、セイバーマリオネットたちと黒いセイバーマリオネットたちの違いはそれだけだった。

　喋り、感情をむき出しにしているのがセイバーマリオネットたち。そして、無言で感情を顔に出さないのが黒いセイバーマリオネットたち。

　あの黒ライムがライムのように感情豊かだったのに比くらべて対たい照しよう的てきだ。

（これって……）

　ルクスはキッと目の前の黒ルクスを見つめた。

「私はルクス……あなたは何者!?」

「…………」

「あなたには意志はあるの？　自分がだれなのか知ってるの？」

「…………」

「私たちには乙女おとめ回かい路ろがある！　心を持っている！　あなたは……？」

「…………」

「私は人を愛してる！　私は……小樽様が好きっ！」

「……オ・タ・ル」

　初めて黒ルクスが声を出した。

　が、それは金属的ないかにもなデジタル音声だった。人口声帯が完全ではないらしい。

「オ・タ・ル……」

　黒ルクスの顔に感情が浮かぶ。

　それはなにか戸と惑まどったような表情だ。

　困こん惑わく──

「オ・タ・ル・ガ・ス・キ……ヒ・ト・ヲ・ア・イ・シ・テ・イ・ル……」

　黒ルクスに混乱が起こっていた。

　それだけではない。

　部屋にいたすべての黒いセイバーマリオネットがその黒ルクスの反応に続いたのだ。

「ア・イ……？」

「ヒ・ト・ガ・ス・キ……？」

「オ・タ・ル……？」

「オ・タ・ル・ガ・ス・キ……？」

　黒いセイバーマリオネットたちの混乱をセイバーマリオネットたちは愕がく然ぜんと見つめていた。

「いったいどうしたの？」

「なんだ、こいつら？」

　ルクスが叫ぶ。

「こいつらは乙女回路を持っている！　ただ、こいつらの乙女回路は不完全なのよ！　戦闘アクセラレーションは完かん壁ぺきだけど、それ以外は不完全！」

「なんだぁ？」

「どういうこと！」

「みんな！　小樽様のことを思って戦って！　あたしたちと彼女たちは共鳴している！　あたしたちの考えはそのまま彼女たちの考えに変わる！　だから、彼女たちが理解できない想いを！　小樽様への愛を思って！」

「小樽への愛！」

「マスターへの愛！」

「小樽への……」

「小樽……」

　ブラッドベリーも、チェリーも、ティーゲルも、パンターも、そしてルクスも小樽のことを頭に思い浮かべた。

　小樽が好きだ──

　小樽のことを愛している──

　小樽のためならなんでもできる──

　小樽のためなら死んでもいいとさえ思う──

　そして、小樽に愛されたいと思う！──




「オ・タ・ル・ニ・ア・イ・サ・レ・タ・イ……」




　黒いセイバーマリオネットたちの動きが鈍にぶくなった。

「今よ！」




　ガシャッ！

　ヴァリヴァリヴァリヴァリヴァリヴァリヴァリヴァリヴァリヴァリヴァリッ！




　チェリーの手が黒チェリーの首を捉とらえる。

　スパークが起こり、黒チェリーの動きが止まった。




　ドゴッ！　ガシャッ！




　ブラッドベリー、パンターはそれぞれの拳こぶしを黒ブラッドベリー、黒パンターの胸にめり込ませていた。そこはちょうど乙女回路のある場所だ。

　中枢回路をやられた黒ブラッドベリーと黒パンターも沈ちん黙もくした。




　ザシュ！




「ふう……」

　足をやられていたティーゲルも手しゆ刀とうを見事に黒ティーゲルめがけて放っていた。

　黒ティーゲルの首が飛び、ボディも真っ二つになってその場に崩くずれ落ちた。




　ガゴンッ！




　最後はルクスだ。

　ルクスの放った一撃もやはり黒ルクスの乙女回路を貫つらぬいていた。

「ごめんね……」

　短くつぶやいて、ルクスは手を引き抜いた。

　ゆっくりと黒ルクスはその場に突つっ伏ぷした。

「…………」

　動かなくなった黒ルクスをルクスはじっと見下ろしていた。

「どういうことなんだ、こりゃ!?」

　パンターが不ふ思し議ぎそうな顔でルクスに言った。

「彼女たちは……たぶん、私たちのプロトタイプ」

「えっ!?」

「だから彼女たちは運動性や姿形があたしたちとまったく同じだった。乙女回路だって積んでいた。けれど……彼女たちの乙女回路はまだ不完全だった。戦闘アクセラレーションは働はたらいても、感情を……愛を理解することができない。私たちに共鳴し、愛というものを知ったとき、彼女たちの乙女回路はそれを理解しようとした。そして、思考はループを繰り返し、愛という概がい念ねんを理解できないまま……」

　ルクスの顔には憐あわれみが浮かんでいた。

「どうしたんだい、哀かなしそうな顔をして？」

　ブラッドベリーの言葉に、ルクスはそのままの表情でつぶやいた。

「愛というものを理解しようとして……それができなかったら……愛がわからなかったら……今のあたしなら耐えられないと思って……」

　全員がそれぞれ自分の相手を見つめる。

「愛を知らない……哀しいね」

　チェリーのつぶやきが全員の心に響いた。




　　　　５




「これは……」

　小樽は愕がく然ぜんとカプセルをのぞいていた。

　どのカプセルも、どのカプセルも中に眠っているのはライムと同じ顔。

　そう、この万を超すすべてのカプセルの中にライムがいるのだ。

「小樽ぅ！」

　部屋の中にライムが飛び込んでくる。

「ライム！」

「小樽ぅ！」

　小樽に駆け寄ろうとするライムの前に黒ライムが立ちはだかった。

「小樽はボクのものだ！」

「ボクだって小樽のこと好きなんだい！」

「だめ！　この世の中で小樽のことが好きなのはボクだけ！」

　黒ライムは真しん剣けんだ。

　ライムもそれに合わせたように真剣な表情になっていた。

「そんなのズルイ！」

「ずるくない！　ボクだけ！　小樽のことを好きでいいのはボクだけ！　小樽はボクのもの！」

「そんなことないよ！　ボク以外にも小樽のこと好きな人はたくさんいるよ！」

「えっ!?」

「チェリーだって、ブラッドベリーだって、ティーゲルだって、パンターだって、ルクスだって」

　ライムが指を折りながら次々と名前を挙げていく。

　それを聞くうちに、黒ライムの顔はどんどん険けわしくなっていく。

（んっ!?）

　二人のライムを見つめていた小樽は、強烈な視線を感じてあたりを見回した。

「ああっ!?」

　まわりのカプセルの中で、すべてのライムたちが目を開けていた。そして、二人のライムの言い争あらそいを見ている。

「こ、これは……!?」

　ライムの指折りはまだ続いていた。

「……源げんじいさんだって、将しよう軍ぐん様だって、彦ひこ左ざさんだって……みんな、みんな、小樽のことが大好きだもん！」

「だめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　ビクッ！




　叫んだ黒ライムの声に、凄すさまじい反応が返ってくる。それは、まわりのカプセルの中のライムからだ。

「だめ！　小樽はボクの！　小樽はボクだけの！　小樽が好きなのはボクだけ！　小樽はボクだけのもの！」

　意い識しきが徐じよ々じよに広がっていく。

「ああ……」

　耳をふさいでいても、小樽の頭の中に強烈な意識が響いてくる。

　もちろん、ライムの中にも。




〈小樽はボクのもの……小樽はボクだけのもの……〉




　一万人のライムが今、目め覚ざめようとしていた。

「だれ!?　ああ、ボクがいっぱい……！　ボクが……！」

　ライムは混乱していた。

　黒ライムのほうはグングン感情を高めていく。

「小樽はボクの！　ボクと小樽の仲を邪じや魔まするな！　ボク以外の者は小樽のこと、好きになっちゃだめ！」




〈ボクだけの小樽……小樽はボクだけ……それ以外は邪魔……〉




「こ、これは……!?」

　小樽はようやく気づいた。

　完全なる共鳴だ。

　黒ライムの感情にすべてのライムたちが反応している。黒ライムの感情がすべてのライムたちに移っていく。

「小樽はボクだけのもの！　ボク以外の小樽のこと好きなヤツなんて認めない！　そんなヤツは死んじゃえ！」




〈そんなヤツは死んじゃえ！〉




　バリィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィン！




　カプセルの砕くだける音がいっせいに響いた。凄すさまじい音だ。

「ああああっ！」




　ダッ！




　カプセルの中からライムたちが飛び出していた。

「小樽はボクのもの！」

「ボクだけの小樽！」

「ボク以外の小樽を好きなヤツは死んじゃえ！」

　ライムたちが走り出す。

「わーっ、なんなの、なんなの!?」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすライムめがけて、向かってきた者がある。




　ドカッ！




「うわっ！」

　それは黒ライムだ。

「おまえなんか死んじゃえ！」

　二人のライムの戦いが始まる。

「ライム！　二人とも！　やめろ！」

　叫ぶ小樽の声は二人には届かなかった。




　　　　６




　チェリーたちは洞どう窟くつを奥おくに急いでいた。

　走りながらルクスがまわりを見て言う。

「きちんとした造つくり……いったいだれが!?」

　片足を失ったティーゲルはパンターにおぶられていた。

「悪いな、パンター」

「はん、いいってことよ」

　昔なら考えられない気の使い合いだ。小樽との生活が彼女たちを変えたのだ。

「えっ!?」

　先頭を走っていたチェリーが前から響いてくる音に気づく。




　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド……




「これは!?」

「マリオネットの走る音……しかも、一万はいる！」

「なにっ!?」

　ほどなく、前方から隙すき間まもないくらいマリオネットが走ってきた。

　しかも、そのすべてがライムの顔をしている。

「ラ、ライムがいっぱい!?」

「どういうこと!?」

「まずい！　とりあえず退ひくんだ！」

　チェリーたちは踵きびすを返して走り出した。




　地下のカプセルの部屋ではライムと黒ライムの戦いが続いていた。

「小樽はボクだけのもの！」

「このわからず屋！」




　ガシィッ！　ガシィィィィン！




　パワー、スピード、反応速度ともにすべてが互ご角かくだ。

「おい、やめろ！　やめるんだ！」

　小樽が声を枯からして叫ぶが、戦いは止まない。

　さらに戦いはこれだけではなかった。

　まわりで、外に出ていかなかったライムと同じ顔のマリオネット同士でも戦いが始まっているのだ。




「小樽はボクだけのもの！　ボク以外の小樽が好きなヤツは許ゆるさない！」




　あの黒ライムの感情がすべての原因だったのだ。

「やめろ、やめてくれぇぇぇぇっ！」

　小樽の悲痛な叫びの中、ライムと黒ライムの戦いはますます激しくなっていく。
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「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　両者がジャンプして、天てん井じようの高さまで飛んだ。天井までざっと五〇メートルはある。




　ガシュッ！　ガシッ！　ガシュッ！




　落下の間に二人は拳こぶしや蹴けりを次々と放っていく。

　それはすべて相あい討うちの形でぶつかり合う。

　両者が地上に着地するまでにお互い一〇〇発以上の攻撃が放はなたれるが、そのすべてが決まらなかった。




　ダンッ！




　だが、地上に落下したとき、違いが出た。

「あれ!?」

　なんと、ライムのほうはちゃんと地上に着地できなかったのだ。床との衝撃が響き、足の関かん節せつがガクンと外はずれ、そのまま床に倒れ込む。

　さっき、螺ら旋せん階かい段だんから床に落下したときの後こう遺い症しようだった。あのとき、関節を痛めていたのだ。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドカッ！




「ライム！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　黒ライムの拳がまともに決まり、ライムは弾はじき飛ばされた。

　小樽の目の前までゴロゴロと転がってくる。

「ライム」

「くそお！」

　それでもなんとか立ち上がる。

　だが、致ち命めい的てきな被ひ害がいを受けていた。

「あ……」

　腕がダラ～ンとなってしまって、ちゃんと持ち上げることができない。腕の動どう力りよく伝でん達たつの筋すじをやられたようだ。

　足が動かず、腕が動かず──このままでは……ライムは壊こわされる！

「小樽はボクだけのもの！」

　叫びながら黒ライムはライムに近づいていく。

「まだまだ……あれ？」

　ふと、ライムの視界に小樽の顔が目に入った。

　小樽は泣きそうな表情をしていた。

　ゼイゼイと荒あらい息いきを吐はいている。

　二人の争いを止めようとしてノドを痛めたのだ。

「小樽……」

　ライムは黒ライムのほうに向き直ると、真ま面じ目めな顔で叫んだ。

「もうやめよう！　小樽が困こまっているよ！」

「えっ!?」

　小樽は哀かなしそうな表情で黒ライムを見ている。

　その裏にある感情が黒ライムにもわかったらしい。

　驚いたようにライムと小樽を見比べた。

「もうやめてくれ、二人とも」

　枯かれてしまい、しゃがれた声となった小樽が言った。

　だが、黒ライムは首を振る。

「だめ。だって、そいつ、小樽のことが好きなんだもん！」

「そんなこと言うのは……」

　小樽がなにかを言いかける。

　が、それ以上に強い調子で反論したのはライムだった。

「小樽を困らせないで！　そりゃ、ボクだって小樽が他の子と仲良くしてたら嫉しつ妬とすることだってあるよ。でも……小樽はちゃんとボクの気持ちを知っててくれている。だから、ボク……それだけでもうれしいんだ」

「ライム……」

「ボク、もうケンカはやめた！　だからキミもやめよう、ね」

　ライムがニコッと黒ライムに微笑ほほえみかける。

　そんなライムを見て、小樽がわずかに微笑を浮かべた。

「…………！」

　それが黒ライムの瞳ひとみに映うつったとき、黒ライムの乙女おとめ回かい路ろは、ふたたび怒りを生み出していた。

「うるさい！　おまえなんか死んじゃえ！」




　ザッ！




　黒ライムがライムに向けて拳を放った。

「ああっ！」

　顔面に迫る拳を前に、ライムの身体は動かなかった。




　　　　７




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　雪山をチェリーたちは転がるように走っていた。




　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッ！




　背後から迫せまり来るのは一万人のライム！

　発せられた声が天地を揺るがす。




『小樽はボクだけのもの！　ボク以外で小樽のことを好きなヤツは死んじゃえ！』




「あいつら……！」

　パンターの背中で、ティーゲルが怪け訝げんな表情をとった。

「さっきの黒いライムの感情が全員に……!?」

「どうする!?　戦うか？」

「あの数じゃ絶対に勝ち目はありませんわ！　彼女たちの狙ねらいはあたしたちでもあるんですから！」

「小樽のことを好きなヤツ……オレたちとそれに……」

「ジャポネスの人たち！」

　マリオネットたちの大群はひたすら猛もうスピードで走っていく。




　ガラガラガッシャァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　何体か途と中ちゆうでプラズマの餌え食じきになるが、ほとんど影響ない。

　雪崩なだれすら起きたが、これまた一万人のライムの進軍を止めるには、ほとんどなんの効こう果かもなかった。

「くそっ……」

　いつの間にかゲロゲロ地方を抜け、まわりから雪景色は消えた。

　そして、前方に見えてきたものがある。

　街まちだ。

「ジャポネス！」

「まずい！　このままじゃ！」

　このままジャポネスに一万人を超えるライムタイプのマリオネットが突入したらただではすまないだろう。それはゲルマニアの侵攻で受けた被害よりも凄まじいことになるかもしれない。

　ジャポネスに対抗できる術すべはない──

「どうしたらいいのさっ！　なんとかしとくれ、小樽ぅ！」

　ブラッドベリーがヤケクソ気ぎ味みで叫んだ。

　その声が届いたのか!?　次の瞬間──




　ドドドド………………




　急に地鳴りが止んだ。

「えっ!?」

「なんだ!?」

　振り返ったチェリーたちが見たものは、その場でピタリと動きを止めた一万人のライムの姿だった。




　　　　８




　カプセルの部屋で黒ライムの拳が止まっていた。顔の直前で。

　その顔の持ち主は小樽だ。

　ライムの前に小樽が飛び出したのだ。

「なんで……？」

　黒ライムが不ふ思し議ぎそうな顔で声を出す。

「もうやめてくれ」

　小樽は真剣な表情だった。

　瞬またたきもせず、一心に黒ライムをにらんでいる。

「小樽!?」

「オレは……自分のことしか考えないヤツは嫌きらいだ」

「えっ!?」

「オレは……もし、おまえがそうなら……おまえのことが嫌いだ！」

「ああ……」

　黒ライムの目が大きく見開かれた。

　哀しみの感情が一気に顔に表れる。

「ボクのことが嫌い……ボクのことが……」

　一瞬、呆ぼう然ぜんとなって、黒ライムが動きを止める。

「うそでしょ」

「うそじゃない」

「ボクは小樽のことが好きなんだよ。小樽はボクだけのもの。ボクは小樽の……」

「オレはライムという名前のやさしい少女が好きなんだ。おまえはライムじゃない！」

「えっ!?」

「おまえはライムなんかじゃない！　オレの好きなライムはおまえじゃない！」




〈おまえはライムじゃない……〉




　小樽の言葉は鋭するどい刃やいばとなって黒ライムの心の中を駆け回っていた。

（小樽のことが好きだから……）

　それですべて許されるはずだった──

　そのためならなにをしてもいいはずだった──

　小樽を自分だけのものにしておく──その想いはたった今、小樽本人によって粉こな々ごなに崩くずされ、否定された。




〈オレの好きなライムはおまえじゃない……〉




　つぶやきだけが口からもれた。

「ボクのことが嫌い……小樽はボクが嫌い……ボクは小樽に嫌われた……」

　スッと黒ライムの目から涙が流れる。

「…………」

　だが、小樽は表情を変えなかった。

　自分のエゴでライムを壊こわそうとする黒ライムを、小樽はどうしても許すことができなかったのだ。




〈ボクのこと、小樽は嫌い……〉




　シュゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……




　ひときわ大きい動力音が響いて、黒ライムの目から光が消えた。

　小樽への想いだけで目め覚ざめ、小樽への想いだけで行動としていた心は、それを否定されたとき、存在を消すしかなかった。

　不完全な心──不完全な乙女回路の末まつ路ろ──

「あ……」

　同時にまわりのライムたちも同じように動きを止めていた。

　どの顔も哀しみの表情となって──

「グシュッ……小樽ぅ……」

「ライム……？」

　小樽が振り向くと、ライムもまた泣いていた。

「どうした、ライム？」

「小樽、ボクのこと、嫌い？」

「ライム!?」

「小樽、ボクのこと、嫌いなの？」

「……やさしいライムは好きだ。わかるな、ライム」

「……うん」

　ライムは大きくうなずいた。

　そんなライムを小樽はゆっくりと抱きしめる。

「小樽……」

　ライムの顔にはようやく笑みが浮かんでいた。
















終章　被創造物の悲哀













　　　　１




　カシィィィィィィィン……




　ライムが最後のマリオネットをカプセルに収おさめる。

「よし、これで全部じゃな」

　小お樽たるの前にりりしいセイバーマリオネットが立っていた。

　玉たま三さぶ郎ろうと梅ばい幸こう──将軍家いえ安やすと大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんである。

　あの騒そう動どうの翌よく日じつ、二人はわざわざゲロゲロ温泉の小樽たちのところまで訪たずねてきたのだ。

　玉三郎の指揮のもと、小樽たちの協力もあって、すべての暴走したマリオネットはふたたび元のカプセルの中に戻されることになった。

　驚おどろいたことに、玉三郎──家安はここに一万体を超すマリオネットが眠っていることを知っていた。

　ゲロゲロ温泉の伝説のもととなった話のことも──




　小樽と、玉三郎と梅幸、そしてライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、パンター、ルクスは無数に並ぶカプセルを見つめていた。

「小樽、すまなんだな」

　玉三郎が深ふか々ぶかと小樽に頭を下げる。

「えっ!?」

「わしが……いや、オリジナルの家安が余分なことを考えなければこんなことにはならんかったのに」

「そんなことありませんよ、将軍様」

　小樽は一万を超えるカプセルを見て言った。

「だれが悪いってわけでもない。ここに眠るマリオネットたちだって、生まれてきたんだから……」

「…………」

「将軍様のご先せん祖ぞさんの考えたことは正しいと思いますよ」

「うむ……」

　小樽の横で、チェリーが感かん慨がい深げにカプセルを見回して言った。

「これがすべてライムを……ううん……乙女おとめ回かい路ろを生み出すために造つくられた実験用マリオネットだったなんて……」

　ライムの姿をしているが、ライムだけではない。言ってみれば、ここにいるのは乙女回路を持つマリオネットの母たちであった。




　　　　２




　かつて、オリジナルのローレライが乙女回路を作り出そうとしたとき、一万を超す実験用マリオネットを造った。

〝心〟を造りだそうとする壮そう大だいな計画──

　デバッグをするのにも、ただシュミレーション上のデータ取りをするだけではだめだったのだ。

　実じつ際さいに生活させてみて、その上で改かい良りようを加えていく。

〝心〟というものはどんなバグがでるかわからない。なにをもって正しいとするかも決まっているわけではない。

　前に造ったマリオネットを壊こわして、新たに作り直していく──この仕事にはそういうことはできなかった。前の乙女回路と次の乙女回路を常に比ひ較かくせねばならない。

　そのために一万を超す実験用マリオネットが必要であった。

　そして、ここ、ゲロゲロ地方の地下はそのための施し設せつだった。

　当時、まだ残っていた技術により造られたプラズマ発電装置がここには据すえ付つけられている。この発電装置のため、特にプラズマ層の活発なゲロゲロ地方が選ばれたのだ。

　やがて、長い実験は終わり、最終的なプロトタイプが作り出された。

　そして、他の姿のマリオネットの型も──

　それがあの黒ライムをはじめとする、黒いセイバーマリオネットたちだった。

　だが、黒ライムでも完成品とされることはなかった。

〝心〟というものはそれほどデリケートなものだ。まして、理想的な〝女〟の心を作り出すのだから。

　黒ライムの独占欲の強さは、ローレライに危き惧ぐされた。

　完成品は、さらに数年後になった。




　すべての実験が終わったとき、ローレライは実験用マリオネットの廃はい棄きを決定した。

　それに異いを唱となえたのが初代家安だった。

「なにかに役立つときが来るかもしれない。それに彼女たちはもう心を持っている」

〈不完全な心ですけど……〉

「それでも、だからといってすべて殺してしまうのは忍しのびない」

〈…………〉

　かくして、家安が管理するということで、ゲロゲロ地方の施設はさらに存続されることになった。

　が、このことはローレライと家安しか知らなかった。




　やがて数十年後、この地を訪おとずれた鉱こう物ぶつ調ちよう査さ官かんが、この施設に迷い込んだ。

　彼はここで無数のマリオネットを見つけ、その一体を連れ出したのだ。

　だが、やがてそのマリオネットは施設に戻りたがり、勝手に男の家を抜け出してしまった。

　鉱物調査官の男は〝女〟という概がい念ねんにまだまだ疎うとく、そういう扱あつかいができなかったのだ。

　だが、鉱物調査官の男は少なくともそのマリオネットを気に入っていた。

　逃げ出したことを知ると、鉱物調査官の男は慌あわててゲロゲロ地方の施設へと向かった。

　だが、季節を無視して向かった鉱物調査官の乗る車は、プラズマの直撃を受けて爆ばく発はつし、鉱物調査官も即そく死ししたのだった。

　これが例のゲロゲロ地方の伝説の元となった話である。




　　　　３




　ライムはカプセルに入れられた黒ライムを見つめていた。

「どうした、ライム？」

　小樽がやさしく声をかける。

「あのね……ボクね、この子の気持ち、すごくよくわかったよ」

「えっ!?」

「この子ね。小樽のことが好きで好きでたまらなかったんだ」

「…………」

「それでどうしても自分だけのものにしたかったんだよ。ボクもね、そう思ったことあるんだ……」

「ライム……」

「もしかしたら……ボク、この子と同じようなことしてたかも……」

　ライムが哀かなしそうな表情でカプセルを見つめる。

　そのライムの肩を小樽はそっと抱きしめた。

「そんなことないさ」

「小樽……」

「ライム……おまえは思いやりのあるいいマリオネットだよ。いや……いい〝女〟だよ」

「ありがとう、小樽」

　ライムが肩に置かれた小樽の手をさわる。

　その手はとても温かだった。

「小樽」

　玉三郎が二人のそばに来て、小樽に声をかけた。

「伝説の真実を知って、つまらなかったかのう」

「そんなことないっスよ、将軍様」

「ん!?」

「伝説の〝女〟は見つからなかったけど……改あらためて、〝女〟の心は知りましたよ」

　小樽はセイバーマリオネットたちを見た。

　ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンター──全員の心は今も成長している。

　やさしさもあり、わがままさもあり、怖こわさもあり、そして哀しさもある。

　それが〝女〟の心なのだ。







[image: ]







「みんな、今回の温泉旅行、よかったよな！」

　小樽が思わず大きな声を出した。

「うん！」

「もちろん！」

　全員が大きくうなずいた。








《『セイバーマリオネットＪ・第四巻』完　第五巻に続く》











　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅳ





花形「うわぁ～っ、どういうことなんだ、これは!?　ボクの出番、後半ほとんどないじゃないか!?　これは陰いん謀ぼうだ！　クズ鉄どもの！　そいじゃなかったら作者の陰謀だ！」

小樽「静かにしろよ、花形！　みっともねえ」

花形「ああ、小樽クン！　ひどいよ、みんなしてボクの存在、忘れるんだもん！　せめて最後くらいボクもいたかったよう！」

小樽「それがな、花形。ラストはしんみりとするシーンもあるから、花形のことは敢あえて忘れたい、というのが作者の意向だそうだ」

花形「ガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！」

小樽「所しよ詮せん、おめえはギャグキャラつうことかな」

花形「ひどい……ひどいよ、小樽クン、あんまりだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　　　　ＳＥ（ダダダダダダダッ……と花形走り去る）




小樽「あーあ、いじけちまった」

チェリー「いいじゃないですか、ほっとけば、夕食までには戻ってきますよ」

小樽「犬か、あいつは」

チェリー「そんなことより、マスター！　私にだって不満はありますぅ！」

小樽「いっ!?」

チェリー「あんな人と一緒のこと言うのはいやなんですけど……出番ですよ、出番！」

小樽「いいっ!?」

ブラッドベリー「そうだよ、小樽！」

パンター「オレだって！」

ルクス「私もですわ、小樽様！」

小樽「おい、ちょっと待ってくれ！」

チェリー「ライムばっかり出番が多くて！　ずるいです、ずるい！　もっとあたしにもスポットライトを！」

ブラッドベリー「そうだ！　せっかくの温泉なのに、あたしと小樽の夜よ這ばいのシーンがないっていうのは納なつ得とくいかないねぇ！」

パンター「オレだって、もっと小樽と絡からみたかったぜ！」

ルクス「あたしは……その……小樽様と初体験を……いや、恥はずかしい」

チェリー「なに言ってるのよ！　お風ふ呂ろのシーンじゃほとんどソ●プランド紛まがいのことやってたくせに！」

ルクス「あら、よくご存じですわね、チェリーさん」

チェリー「うるさい！　そうよ。私だって、あと少しでマスターと……その……初体験だったのに……きゃん」

ブラッドベリー「なにがきゃんだ、なにが！」

パンター「そういえば宴えん会かいのシーンも短かったよな」

小樽「ああ、あれは実は作者のほうはもっと長く書きたかったらしいんだけど、実際に書いてみたら、どっかのＣＤドラマと変わらなくなっちゃったんで切ったらしいんだ」

ルクス「もったいない……」

小樽「なんかルクスはそこではえらく色っぽかったらしいぜ」

ルクス「ホントですかぁ!?」

チェリー「マスター、私は!?　私!?」

小樽「あ……え～と……その……言いづらいぜ」

ティーゲル「あんたはほとんど某『爆れ●ハンター』の女王様になってて、ルクスのこといじめてたんだってさ」

チェリー「うそっ！」

ルクス「あら、チェリーさん、お似に合あいですわ」

チェリー「いちいちうっさいわねぇ！」

パンター「ティーゲルはいいよな！　なんかおいしいとこ持っていきっぱなしで！」

ブラッドベリー「そうだ、そうだ！　あたしだって元々はオネーサマタイプなのに……なんだい、この差？」

小樽「いや、ほら、ティーゲルはライムの姉っていう立場を確立したんで……それで結けつ構こう出番が……」

ブラッドベリー「くそっ！　こうなったら、今度から出番は乳の大きさで決めようぜ！」

チェリー「却きやつ下か！」

パンター「だったら、やっぱり小樽との濃厚な関係で決めるっていうのはどうだ！　それならオレたちアダルトキャラがもらいだぜ！」

ルクス「いいですわねぇ」

小樽「あのなぁ……」

チェリー「あら、そういえばライムの姿が見えないわねぇ？」

小樽「ああ、あいつなら、なんかもう第五巻の出演が忙いそがしいとか……」

一同「ええっ!?」

チェリー「五巻こそはあたしが！」

ブラッドベリー「こうしちゃいられないよ！」

パンター「オレだって！」

ルクス「あたしも！」




　　　　ＳＥ（ダダダダダダダダダダッ……走り去っていく）




ティーゲル「やれやれ」

ライム「あ、小樽、こんなところにいた！　あれ、みんないないや」

小樽「よう、ライム、どうした？　いいのか、五巻に行かなくて」

ライム「あのね。ボク、出番なくても小樽と一緒にいられればいいの」

小樽＆ティーゲル「〈ジーン）かわいい……」

小樽「いっ!?　なんでティーゲルまで？」

ティーゲル「えっ？　あ？　これは……その……」

ライム「あのね、さっき作者が言ってたよ。ティーゲルってレズっ気があるって？」

ティーゲル「こら、ライム！」

小樽「れず？　あとで古語辞典で調べてみっか」

ティーゲル「やめろってば！　作者もそんな変な方向ばっかり持ってくんじゃないよ！　そんなのは某『Ｍ●ＺＥ☆爆熱時空』だけでたくさんだからね！」

あかほり「でも、そういう要望も……」

ティーゲル「やめいっちゅうに！」







《某月某日某歌舞伎町別番組の打ち上げパーティより実況中継》








　あとがき




『セイバーマリオネットＪ』初の書き下ろし、いかがだったでしょうか。

　なんか最後はシリアスになっちゃって……最近シリアスづいてるなぁ。実はボクはシリアスな人間だったのかしらん……と、錯さつ覚かくしている今日このごろです。

　ほっといて。

　まあ、今回ネタがほとんどどこぞのＣＤドラマ向けだったんで、気をつけてはいたんですけど……ね。

　温泉ネタっていうのはやっぱり一回きりの反はん則そく技わざだというのがよっくわかりました。

　なんか、どの作品でもやってるよね、オレ……。




　とにもかくにも、セイバーＪというのは難むずかしいっス。

　まだ齢よわい三一……〝心〟なんていうややこしいものを語るにはまだまだ未み熟じゆくすぎるのよね。

　だいたい、なにが善でなにが悪と見み極きわめ切れてもいないのに、こんな男が〝心〟ってヤツを書いてていいのかいな？　それでも、現時点でのボクの考えというのは、今回の物語でわかってもらえたかな。

　欲望っていうのは果てしない。否定はしないけど……そればっかだと……ね。

　わっ、偉えらそう。




　では、めでたいお話です！

　なんと、この『セイバーマリオネットＪ』がテレビアニメになりました！　やってない地域の人、ごめんね。

　うう、うれしい……。

　オリジナルでは爆れつに続いて二本目。

　そうかぁ、ついに日本政府も子供たちの未来をオイラに託たくすつもりになったのね！　感激である。

　……なんてバカなこと言ってないで。

　原作になるべく沿って、そいでもってひと味違った『セイバーＪ』をよろしくっ！

　ちょっと見たけど、一話から出ている玉三郎と梅幸がかっこええのう！




　さて、今回もさまざまなみなさん、ありがとうございました。

　まずは当然ことぶきつかさ先生！　お互たがいいそがしいけど、最後まで生いき延のびようね！　気分はガンダム～～～。

　続いては担当の菅沼のタクちゃん！　うう……ホント、朝晩、ごめんなさい！　上がったときは、

「よかった。これでアーミーナイフで刺されないで済む！」

　なんて思ってしまいました。

　これからもよろしゅうに！

　そいでもって、ファンの皆様、そして、これからこの『セイバーマリオネットＪ』を好きになってくれるみなさん……ありがとう。





一九九六年九月　あかほりさとる






【追伸】『セイバーマリオネットＪ』はゲームにもなるぞっ！　こっちも大期待だ！




【追伸の追伸】原案・あかほりさとる＆ねぎしひろし、著・長谷川勝己の『セイバーマリオネットＲ』のほうもよろしくっ！　長谷川クンはあかほりに輪をかけたお下劣作家だぞ！　でも、Ｒはあんまりお下劣じゃないなぁ……。




【追伸の三乗】『ＶＳ騎士ラムネ＆40炎』の小説とコミックスもよろしく！　ちょっと小説の二巻が遅れてます。ははは……。これもことぶきつかさ先生とコンビだぁぁぁっ！




【追伸の四乗】『ＭＡＺＥ☆爆熱時空』のオリジナル・ビデオ・アニメーションは見てくれたかいな？　すっげえオレ好み！　おっぱいがいっぱい出ているだけではありません！　あと、いよいよＭＡＺＥはコミックスが出るぞ！　菅沼栄治先生のほうは「ニュータイプ１００％コミックス」から。臣士れい先生のほうは「角川コミックス　ドラゴンＪｒ．」から。あと、スニーカー文庫の本編もよろしく。『レイピア乱舞』も出るぞ！




【追伸の五乗】京都に行ってきま～す！　プライベートよ～ん。舞まい妓こ、舞妓。









ＳＭガールズ




セイバーマリオネットＪ




４．雪ゆき山やま温おん泉せん乙女おとめ伝でん説せつ








あかほりさとる
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